
高等部１年（Ⅱ課程　普通コース）　国語科　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）相手を見て話したり聞いたりするととも
に、間の取り方などに注意して話すことができる。
（高1段階　ア（イ））
(思判表力)相手に伝わるように、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などを工夫することができる。（高1
段階Ａエ）
(学･人)言葉がもつよさを認識するとともに、思い
や考えを伝え合おうとすることができる。（高１段階
ウ）

(知･技）相手を見て話したり聞いたりするととも
に、声の大きさや間の取り方に注意して話そうとし
ている。
(思･判･表)相手に伝わるように、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などを工夫している。
(主学)話し言葉と書き言葉を意識し、思いや考え
を理解しようとしている。
【評価資料】活動の様子、感想、発表の自己評価と
相互評価

「自己紹介」
～場に応じた自己紹介～
（4月）

・自己紹介に必要なメモを記入
する。
・個人情報の扱いに気をつけ、
必要な内容を考える。
・相手に伝わるような声の大き
さ、姿勢、間の取り方を練習す
る。
・聞くマナーを守り、相手の話を
しっかり聞く。

(知及技）社会生活に係る人とのやり取りを通し
て、言葉には、考えたことや思ったことを表す働き
があることに気付くことができる。（高1段階ア
（ア））
(思判表力)社会の中で関わる人の話などを、話し
手が伝えたいことの中心に注意して聞き、話の内
容を捉えることができる。（高1段階Ａア）
(学･人)言葉がもつよさを認識するとともに、話の
内容を伝え合おうとすることができる。（高１段階）

(知･技）言葉には、思いや考えをまとめたり、周り
の人に伝える働きがあることに気付いている。

(思･判･表)話し手が伝えたいことの中心に注意し
て聞き、話の内容を捉えようとしている。

(主学)言葉の働きを意識し、話の内容を理解しよ
うとしている。

【評価資料】活動の様子、聞き取り確認シート

「情報の読み取り」
～話の中心的な内容やキー
ワードを理解しよう～
（5月）

・教師の指示や説明をしっかり
聞く。
・省略や記号などメモの取り方
を知る。
・段階的な聞き取りシートで練
習する。
・メモを取り、話の中心的な内
容やキーワードを理解する。

(知及技）考えとそれを支える理由や事例、全体と
中心など、情報と情報との関係について理解する
ことができる。（高1段階イ（ア））
(思判表力)文章を読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもつことができる。（高1段階Ｃ
オ）
(学･人)主体的に情報を集め、感じたことや考えた
ことを伝えたり、他者の思いを感じとることができ
る。
（高１段階）

(知･技）具体的な事柄や内容を整理し、自分の感
想や考えにいたる理由を説明している。

(思･判･表)文章を読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもとうとしている。

(主学)主体的に情報を集め、自分の感じたことや
考えたことを伝えたり、他者の思いを感じ取ろうと
している。

【評価資料】活動の様子、まとめノート、感想発表

「新聞を読む」
～沖縄戦の情報を探そう～
（6月）

・図書室の分類を学び、情報の
収集の仕方を知る。
・正確な情報や事例をもとに、
事実と感想を使い分け、まとめ
る。
・友だちと感想を発表し合う。

(知及技）文字の組み立て方を理解し、形を整えて
書くことができる。（高1段階ウ（イ）㋐）
(思判表力)相手や目的を意識して、書くことを決
め、集めた材料を比較するなど、伝えたいことを明
確にすることができる。（高1段階Ｂア）
(学･人)相手のことを思いながら伝えたいことを表
現することができる。（高１段階）

(知･技）漢字を使うことで読みやすくなることを理
解し、文字の大きさや形を整えて書こうとしてい
る。
(思･判･表)誰に対して、何のために書くか意識し
ながら伝えたいことを明確にしている。
(主学)季節の言葉などの漢字を使い、相手のこと
を思いながら伝えたいことを表現しようとしてい
る。

【評価資料】活動の様子、下書き原稿、清書はがき

「季節のあいさつ」
～暑中見舞いを書こう～
（7月）

・時候の挨拶や決まり事などの
マナーを守る。
・相手を気遣う文面を考える。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しむことができるようにする。（高１
段階）
(思判表力)筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えをまとめることができるようにする。（高１段階）
(学･人)言葉がもつよさを認識するとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。
（高１段階）
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(知及技）幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知
識や情報を得ることに役立つことに気付くことがで
きる。（高1段階ウ（ウ））
(思判表力)登場人物の行動や心情などについて、
叙述を基に捉えることができる。（高1段階Ｃア）
(学･人)登場人物の心情を読み取り、自分と照ら
し合わせて想像することができる。（高１段階ウ）

(知･技）幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識
や情報を得ようとしている。

(思･判･表)登場人物の行動や会話、地の文など
から心情が表れている部分を選び取り、自分のこ
とを手がかりとして登場人物の心情を理解しよう
としている。
(主学)登場人物の心情を読み取り、自分と照らし
合わせて想像している。

【評価資料】活動の様子、発表、ワークシート

「読書に親しむ」
～登場人物の気持ちを読み
取り、感想を発表する～
(9月）

・わからない漢字や語句の意味
調べをする。
・段落分けをする。
・地の文から情景を読み取る。
・会話文から主人公の気持ちを
読み取る。
・擬声語と擬態語を探す。
・心に残った場面や感想を書
く。

(知及技）日常よく使われる敬語を理解し使うこと
ができる。（高1段階ア（カ））
(思判表力)相手に伝わるように、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などを工夫することができる。（高1
段階Ａエ）
(学･人)相手や場面に応じて敬語を使い分けて話
すことができる。（高１段階ウ）

(知･技）目上の人や場面に応じて尊敬語や謙譲語
を使おうとしている。
(思･判･表)相手との親疎や場の状況などに応じ
て、声の出し方や言葉遣い、視線などに気をつけ
て話そうとしている。
(主学)相手や場面に応じて敬語を使い分けて話
そうとしている。

【評価資料】活動の様子、発表、振り返りシート

「敬語」
～場に応じた言葉づかいに
ついて知ろう～
（10月）

・場面に応じた挨拶や言葉遣い
を知る。
・具体的な場面を設定し、相手
を意識した言葉遣いや態度を
理解する。
・敬語を使うことで適切な人間
関係が気づけることを理解す
る。

(知及技）社会生活に係る人とのやり取りを通し
て、言葉には、考えたことや思ったことを表す働き
があることに気付くことができる。（高1段階ア
（ア））
(思判表力)相手に伝わるように、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などを工夫することができる。（高1
段階Ａエ）
(学･人)我が国の言語文化に親しみをもち、理解
したり、使うことができる。（高１段階ウ）

(知･技）社会生活に係る人とのやりとりを通して、
言葉には、思いや考えをまとめたり、周りの人に伝
える働きがあることに気付いている。
(思･判･表)相手に伝わるように、言葉の抑揚や強
弱間の取り方などを工夫しようとしている。
(主学)我が国の言語文化に親しみをもち、理解し
たり、使おうとしている。
【評価資料】活動の様子、まとめ、振り返りシート

「しまくとぅばに親しむ」
～身近なしまくとぅばを理解
しよう～
（11月）

・しまくとぅばの日の由来を知
る。
・しまくとぅばの本を参考にロー
ルプレイングしてみる。
・しまくとぅばかるたで単語を学
ぶ。

(知及技）親しみやすい古文などの文章を音読す
るなどして、言葉の響きやリズムに親しむことがで
きる。（高1段階ウ（ア））
(思判表力)資料を活用するなどして、自分の考え
が伝わるように表現を工夫することができる。（高1
段階Ａエ）
(学･人)仮名遣いに注意したり、リズムを味わいな
がら音読し、古典の世界に触れることができる。
（高２段階ウ）

(知･技）親しみやすい古文などの文章を音読する
などして、言葉の響きやリズムに親しもうとしてい
る。
(思･判･表)物語を理解して、感想や自分の考えを
伝えようとしている。

(主学)仮名遣いに注意したり、リズムを味わいな
がら音読し、古典の世界に触れようとしている。

【評価資料】活動の様子、音読の発表、暗唱テス
ト、自己評価、相互評価

「古典に親しむ」
～仮名遣いに注意して音読
する～『竹取物語』
（12月）

・作者について知る。
・登場人物や物語のあらすじを
理解する。
・仮名遣いに注意して、リズム
を味わいながら繰り返し音読す
る。
・冒頭部分を暗唱する。
・教師の解説を聞く。

(知及技）文章の構成や内容の大体を意識しなが
ら音読することができる。（高1段階ア（キ））
(思判表力)登場人物の心情や情景について、場
面と結び付けて具体的に想像することができる。
（高1段階Ｃウ）
(学･人)相手に伝わるように、工夫して朗読するこ
とができる。（高１段階ウ）

(知･技）内容を意識しながら読むときの速さや声
の大きさ、声の調子を工夫して音読している。
(思･判･表)場面の様子や心情が伝わるように工
夫して朗読しようとしている。

(主学)相手に伝わるように、工夫して朗読してい
る。また、暗唱しようとしている。

【評価資料】活動の様子、発表、自己評価と相互評
価

「詩に親しむ」
～声に出して読み合おう～
（1月）

・場面ごとに区切り、黙読をして
文章内容を理解する。
・声に出して読み合う。
・友だちの朗読のいいところを
見つける。
・詩の暗唱をする。
・群読をする。

(知及技）生活に身近なことわざや慣用句を知り、
使うことができる。（高1段階ウ（ア））
(思判表力)目的に応じて、話題を決め、集めた材
料を比較するなど伝え合うために必要な事柄を選
ぶことができる。（高1段階Ａ・イ）
(学･人)ことわざや慣用句を自分の経験や生活の
場面で使うことができる。（高１段階ウ）

(知･技）ことわざや慣用句を自分の経験や生活の
場面で使おうとしている。
(思･判･表)目的に応じて、話題を決め、集めた材
料を比較するなど伝え合うために必要な事柄を選
ぶことができている。
(主学)ことわざや慣用句を自分の経験や生活の
場面で使おうとしている。

【評価資料】活動の様子、暗唱テスト、ワークシー
ト、確認テスト

「ことわざや慣用句を学ぼ
う」
～生活の中で使われている
言葉を探す～
（2月）

・生活の中でよく使うことわざ
や慣用句を示す。
・教訓や防災に関することわざ
の意味を調べて発表する。
・音読や暗唱をする。
・慣用句の定義を知り、意味を
調べて、発表する。

(知及技）漢字と仮名を用いた表記や送り仮名の
付け方を理解して文や文章の中で使うとともに、
句読点の使い方を意識して打つことができる。（高
1段階ア（エ））
(思判表力)書く内容の中心を決め、内容のまとま
りで段落をつくったり、段落相互の関係に注意し
たりして、文章の構成を考えることができる。（高1
段階Ｂイ）
(学･人)言葉がもつよさを認識するとともに、思い
や考えを伝え合おうとする。（高１段階ウ）

(知･技）漢字と仮名を用いた表記や送り仮名の付
け方を理解して文や文章の中で使うとともに、句
読点の使い方を意識している。

(思･判･表)書く内容の中心を決め、内容のまとま
りで段落をつくったり、段落相互の関係に注意し
たりして、文章の構成を考えようとしている。
(主学)相手を意識して、感謝の気持ちを伝えよう
としている。

【評価資料】活動の様子、下書き原稿、清書した手
紙

「先輩やお世話になった方
へ手紙を書こう」
～気持ちを届けよう～
（3月）

・伝えたいことや感謝の気持ち
を箇条書きにする。
・エピソードを具体的に書き、わ
かりやすく段落をつけまとめ
る。
・言葉遣い、漢字表記や句読点
などを気をつけて下書きする。
・便せんを選び清書する。

総時数 105
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高等部１年（Ⅱ課程  普通コース）　社会科　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）青年期は自己形成の大切な時期である
こと、自己実現にはよりよい社会の実現が前提で
あることを理解できる。（高１段階ア(ア)㋐）
(思判表力)自己形成の課題やよりよい社会につい
て考察することができる（高１段階ア(ア)㋑）
(学･人)社会の一員としての自覚をもち、自分の
生き方を選択し、社会生活に興味関心をもつこと
ができる。（高１段階ア(ア)㋑）

(知･技）青年期は自己形成の大切な時期であるこ
と、自己実現にはよりよい社会の実現が前提であ
ることを理解しようとしている。
(思･判･表)自己形成の課題やよりよい社会につい
て考察しようとしている。
(主学)社会の一員としての自覚をもち、自分の生
き方を選択し、社会生活に興味関心をもとうとし
ている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、ワークシー
ト記入の進捗で評価する。

社会の中で生きる私たち
（4、5月）

・自分リストを作成する。
・社会とのつながりを考える（家
族、学校、地域社会）。
・沖縄戦時代の高校生と自分の相
違点を知る。

(知及技）憲法や法律などの社会規範の大切さが
理解できる。（高１段階ア(イ)㋐）
(思判表力)身近な社会的事象からきまりやルール
など社会規範の必要性を考察することができる。
（高１段階ア(イ)㋑）
(学･人)憲法の下で平等であることやお互いを尊
重し合う意識をもつことができる。（高１段階ア
(イ)㋑）

(知･技）憲法や法律などの社会規範の大切さが理
解しようとしている。
(思･判･表)身近な社会的事象からきまりやルール
など社会規範の必要性を考察しようとしている。
(主学)憲法の下で平等であることやお互いを尊重
し合う意識をもとうとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、ワークシー
ト記入の進捗で評価する。

社会のルール
（5、6月）

・日本国憲法と基本原理について
学習する。
・人権及び自由と権利・責任と義
務について考察する。
・新しい人権に関連する社会問題
や身近な事象を調べる。

(知及技）三権相互の役割と仕組みが理解でき
る。（高１段階イ(イ)㋐）
(思判表力)三権分立の重要性を考察することがで
きる。（高１段階イ(イ)㋑）
(学･人)裁判などをとおし裁判員制度の意義をふ
まえ積極的に参画する意識をもつことができる。
（高１段階イ(イ)㋑）

(知･技）三権相互の役割と仕組みが理解しようと
している。
(思･判･表)三権分立の重要性を考察しようとして
いる。
(主学)裁判などをとおし裁判員制度の意義をふま
え積極的に参画する意識をもとうとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、ワークシー
ト記入の進捗で評価する。

社会のしくみときまり
（6、7月）

・立法・行政・司法の仕組みを学
習する。
・現役内閣の名前や役割について
調べ、図表を作成する。
・地域や自分の暮らしと政治との
かかわりについて考察する。

(知及技）選挙は政治参加の重要な機会であるこ
と、様々な政治参加の方法があることを理解でき
る。（高１段階イ(イ)㋐）
(思判表力)学校・地域の課題解決について考察す
ることができる。（高１段階イ(イ)㋑）
(学･人)家族・学校・地域社会の一員として課題
解決に向けて行動することができる。（高１段階
イ(イ)㋑）

(知･技）選挙は政治参加の重要な機会であるこ
と、様々な政治参加の方法があることを理解しよ
うとしている。
(思･判･表)学校・地域の課題解決について考察し
ようとしている。
(主学)家族・学校・地域社会の一員として課題解
決に向けて行動しようとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、ワークシー
ト記入の進捗で評価する。

社会参加
（9、10月）

・18歳選挙権について確認する。
・選挙以外の政治へ意見を反映さ
せる方法を知る。
・地域や身近な課題について考察
し、解決に向けて行動することが
できる。

(知及技）経済活動の意義について理解してい
る。（高１段階エ(ア)㋐㋑）
(思判表力)消費者問題について予防策を考えるこ
とができる。（高１段階エ(ア)㋒㋓）
(学･人)自立した消費者を目指して意識的に学ん
だ知識や情報を活用することができる。（高１段
階ア(イ)㋐㋑）

(知・技）経済活動の意義について理解しようと
している。
(思･判･表)消費者問題について予防策を考えよう
としている。
(主学)自立した消費者を目指して意識的に学んだ
知識や情報を活用しようとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、ワークシー
ト記入の進捗で評価する。

くらしを支える経済
（11、12月）

・消費生活に基づいて生産から消
費への流れ（流通のしくみ）企業
の経済的役割と消費者主権につい
て確認する。
・いろいろな仕事（産業別）を知
る。
・消費者問題について考察し、予
防と相談機関を調べる。

(知及技）身近な生活をとりまく環境問題につい
て、情報を適切に調べまとめることができる。
（高１段階ウ(ア)㋐㋑）
(思判表力)環境と私たちの生活について、自分の
生活に活かすために何が必要か考えることができ
る。（高１段階ウ(ア)㋒）
(学･人)持続可能な社会を形成するために自分や
身近な人ができること意欲的に学習し、取り組む
ことができる。（高１段階ウ(ア)㋓）

(知･技）身近な生活をとりまく環境問題につい
て、情報を適切に調べまとめようとしている。
(思･判･表)環境と私たちの生活について、自分の
生活に活かすために何が必要か考えようとしてい
る。
(主学)持続可能な社会を形成するために自分や身
近な人ができること意欲的に学習し、取り組もう
としている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、ワークシー
ト記入の進捗で評価する。

環境と私たちの生活
（1、2月）

・環境問題とSDGｓについて確認
する。
・身近な環境問題について調べ
る。
・ごみ問題の課題と解決法につい
て考察する。

(知及技）世界には様々な価値観を持つ国がある
ことや国際社会での日本の役割が理解できる。
（高１段階カ(ア)㋐）
(思判表力)国際社会の現状と課題について、自分
の生活と結び付けて考察することができる。（高
１段階カ(ア)㋑）
(学･人）持続可能な社会を目指して自分や身近な
人ができることを知り、主体的に課題解決に取り
組むことができる。（高１段階カ(ア)㋑）

(知･技）世界には様々な価値観を持つ国があるこ
とや国際社会での日本の役割が理解しようとして
いる。
(思･判･表)国際社会の現状と課題について、自分
の生活と結び付けて考察しようとしている。
(主学)持続可能な社会を目指して自分や身近な人
ができることを知り、主体的に課題解決に取り組
もうとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、ワークシー
ト記入の進捗で評価する。

世界の中の日本
（2、3月）

・国際社会と日本の諸課題につい
て確認する。
・課題についてグループ討議後、
解決策をまとめ、発表する。

総時数 70

３
学
期

18

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）ア我が国の国土の様子と国民生活、自然環境の特色、先人の業績や優れた文化遺産、社会参加するためのきまり、公共施
設の役割と制度、農業や水産業の現状、産業と経済との関わり、外国の様子について、様々な資料や具体的な活動を通して、社会生
活との関連を踏まえて理解するとともに、情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。（高１段階）
(思判表力)イ社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、自分の生活と結び付けて考える力、社会への関わり方を選
択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現する力を養う。（高１段階）
(学･人)ウ社会に主体的に関わろうとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うととも
に、多角的な思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚、我が国の国土に対する愛情、我が
国の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情、我が国の産業の発展を願い我が国の将来を担う国民としての自覚や平和を願う日本人
として世界の国々の人々と共に生きることの大切さについての自覚を養う。（高１段階）

1
学
期

24

２
学
期

28
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高等部　１年(　Ⅱ課程　普通コース  )　数学科　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技)整数の加法及び減法、乗法、除法の計
算が確実にでき、それらに関して成り立つ性質を
理解し、目的に応じて計算の結果の見積もりをす
ることやそれらを適切に活用する技能を身に付け
ることができる。(高１段階Ａウ(ア)㋒、Ａエ(ア)
㋑、Ａオ(ア)㋑㋒、Ａカ(ア)㋑㋒㋓ 、Ａサ(ア)㋐)
(思判表力)数量の関係に着目し、計算の仕方を
考えたり、計算に関して成り立つ性質を見いだし
たりするとともに、その性質を活用して、計算を工
夫したり、計算の確かめをしたりすることができ
る。(高１段階Ａオ(イ)㋐、Ａカ(イ)㋐、Ａサ(イ)㋐)
(学･人)数量について数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいも
のを求めて粘り強く考える態度、数学のよさに気
付き学習したことを生活や学習に活用しようとす
る態度を養うことができる。(高１段階Ａウ)

(知・技)整数の加法及び減法、乗法、除法の計
算が確実にでき、それらに関して成り立つ性質
を理解し、目的に応じて計算の結果の見積もり
をすることやそれらを適切に活用する技能を身
に付けようとしている。
(思・判・表)数量の関係に着目し、計算の仕方
を考えたり、計算に関して成り立つ性質を見い
だしたりするとともに、その性質を活用して、計
算を工夫したり、計算の確かめをしようとしてい
る。
(主学)数量について数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、検討してよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよさに気付き学習したこ
とを生活や学習に活用しようとしている。

【評価資料】学習活動の様子、プリントの進捗、
提出物、発表等で評価する。

数と計算「余暇の過ごし方に
ついて」
(４月～５月)

(整数の加減乗除)
・３位数と２～３位数の加法計算
・和が３位数、４位数の場合
・３位数から１～３位数をひく減法計算
・波及的に繰り下がる場合
・４位数と２～４位数の加減計算（一万の位
への繰り上がりなし）
・１位数でわる除法の暗算
・何十でわる除法計算
・２～３位数÷２位数、３位数÷３位数の除法
と筆算形式
・仮商のたて方と修正の仕方
・除法について成り立つ性質
・末尾に０のある除法の計算の工夫
・ＤVＤレンタル時の料金表やカラオケ・ボウ
リング等の娯楽施設の料金表の読み取り、
合計利用料を考える。
・家計簿のつけ方や計算方法を知って、１ヶ
月の模擬支出を考える。
・銀行の預金や引き出し方法、通帳の見方
などを学ぶ。

(知及技)速さなど単位量当たりの大きさの意味
及び表し方について理解を深めるとともに、それ
らを求める技能を身に付けることができる。(高１
段階Ｃイ(ア)㋐)
(思表判力)異種の二つの量の割合として捉えら
れる数量関係に着目し、目的に応じて大きさを比
べたり、表現したりする方法を考察し、日常生活
に生かす力を養うことができる。(高１段階Ｃイ
(イ)㋐)
(学・人)数量について数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいも
のを求めて粘り強く考える態度、数学のよさに気
付き学習したことを生活や学習に活用しようとす
る態度を養うことができる。(高１段階Ｃウ)

(知・技)速さなど単位量当たりの大きさの意味
及び表し方について理解を深めようとするとと
もに、それらを求める技能を身に付けようとして
いる。
(思・判・表)異種の二つの量の割合として捉えら
れる数量関係に着目し、目的に応じて大きさを
比べたり、表現したりする方法を考察しようとし
たり、日常生活に生かそうとしている。
(主学)数量について数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、検討してよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよさに気付き学習したこ
とを生活や学習に活用しようとしている。

【評価資料】学習活動の様子、プリントの進捗、
提出物、発表等で評価する。

変化と関係「生活のなかの時
間や時刻について」
(６月～７月)

・きまりを使った乗法の計算の工夫
・２位数と１位数との乗法の暗算
・時間や時刻を意識して、校外への余暇活
動の計画を立てる。
・校内実習で働く時間を求めよう。実際に働
く時間や期間について考える。
(時間の単位、時刻・時間の計算、伴って変
わる２つの数量の関係、単位量あたりの大
きさ、速さ)
・単位量あたりの大きさの意味
・人口密度の意味と求め方
・速さの意味と表し方
・速さに関する公式とその適用

(知及技)ある数の10倍、100倍、10分の１、100
分の１などの大きさの数と小数点の位置の関係や
分数の表し方について理解を深めるとともに、そ
れらの計算ができる技能を身に付けることができ
る。(高１段階Ａイ(ア)㋐、Ａケ(ア)㋑)
(思判表力)数の表し方の仕組み及び数のまとま
り、数を構成する単位に着目し、数の相対的な大
きさを考察したり、計算の仕方を考えるとともにそ
れを日常生活に生かす力を養うことができる。
(高１段階Ａイ(イ)㋐、Ａケ(イ)㋐㋑)
(学･人)数量について数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいも
のを求めて粘り強く考える態度、数学のよさに気
付き学習したことを生活や学習に活用しようとす
る態度を養うことができる。(高１段階Ａウ)

(知・技)ある数の10倍、100倍、10分の１、100
分の１などの大きさの数と小数点の位置の関係
や分数の表し方について理解するとともに、そ
れらの計算ができる技能を身に付けようとして
いる。
(思・判・表)数の表し方の仕組み及び数のまとま
り、数を構成する単位に着目し、数の相対的な
大きさを考えようとしたり、計算の仕方を考える
とともにそれを日常生活に生かそうとしている。
(主学)数量について数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、検討してよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよさに気付き学習したこ
とを生活や学習に活用しようとしている。

【評価資料】学習活動の様子、プリントの進捗、
提出物、発表等で評価する。

数と計算「生産・販売に関わ
るお金について」
(９月～10月)

・10倍、100倍、1000倍、10でわったりし
た数の大きさ
・億、兆に及ぶ数の構成、命数法と記数法
・３位数どうしの乗法の筆算
・末尾に０のある乗法の計算の工夫
・レシートの見方を学ぶ。
・商品の原価と価格について知り、利益の
計算や原価率について考える。
・決められた個数の製品を作るためのコス
トや納期までの計画について考える。
(整数の乗法、整数の除法の意味、小数倍、
簡単な分数の加法・減法、同分母分数の加
減、分数と小数、整数の関係)

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)整数、小数、分数及び概数の意味と表し方や四則の関係また図形の形や大きさが決まる要素や立体を構成する要素の位置関係、図形の合同や多角形の性
質、比例関係や異種の二つの量の割合の比べ方、百分率、データをグラフで表す表し方や読み取り方、測定した結果を平均する方法について理解するとともに、
それらの問題解決における用い方についての技能を身に付けるようにする。(高1段階)
(思判表力)数の表し方の仕組みや数を構成する単位、図形を構成する要素や図形間の関係、伴って変わる二つの数量の関係、目的に応じて収集したデータの特徴
や傾向に着目して、目的に合った表現方法を用いて問題解決したり、解決の過程や結果を多面的に捉え考察したりする力を養う。(高１段階)
(学･人)数量や図形、データの活用について数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度、数学のよ
さに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。(高１段階)

1
学
期

36

2
学
期

42
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(知及技)ある二つの数量関係と別の二つの数量
の関係を比べる場合に割合を用いる場合がある
ことや百分率を用いた表し方を理解し、割合など
を求めることができる。(高１段階Ｃウ(ア)㋐㋑)
(思判表力)日常の事象における数量の関係に着
目し、図や式などを用いて、ある二つの数量の関
係と別の二つの数量の関係との比べ方を考察し、
それを日常生活に生かすことができる。(高１段階
Ｃウ(イ)㋐)
(学・人)数量について数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいも
のを求めて粘り強く考える態度、数学のよさに気
付き学習したことを生活や学習に活用しようとす
る態度を養うことができる。(高１段階Ｃウ)

(知・技)ある二つの数量関係と別の二つの数量
の関係を比べる場合に割合を用いる場合があ
ることや百分率を用いた表し方を理解し、割合
などを求めようとしている。
(思・判・表)日常の事象における数量の関係に
着目し、図や式などを用いて、ある二つの数量
の関係と別の二つの数量の関係との比べ方を
考察し、それを日常生活に生かそうとしている。
(主学)数量について数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいも
のを求めて粘り強く考える態度、数学のよさに
気付き学習したことを生活や学習に活用しよう
としている。

【評価資料】学習活動の様子、プリントの進捗、
提出物、発表等で評価する。

変化と関係「生活のなかの割
合について」
(12月)

・10倍、1/10にした数の表し方
・十進位取り記数法と十進数の意味
・〇％と歩合について知る。
・〇％引きや消費税抜き、込みについての
値段を求める。
(割合)

(知及技)万・億・兆の単位やある数の10倍、100
倍、10分の１、100分の１、概数、四捨五入の表し
方について理解を深めるとともに、３位数までの
整数や小数の加法及び減法、乗法の意味につい
て理解しそれらを計算する技能を身に付けること
ができる。(高１段階Ａア(ア)㋐㋑㋒、Ａウ(ア)㋐
㋑、Ａエ(ア)㋐、Ａオ(ア)㋐、Ａキ(ア)㋒)
(思判表力)数量関係に着目し、計算の仕方を考
えたり、計算に関して成り立つ性質を見いだした
りするとともに、日常の事象における場面に着目
し、目的に合った数の処理の仕方を考え、それを
日常生活に生かす力を養うことができる。(高１段
階Ａウ(イ)㋐、Ａエ(イ)㋐)
(学･人)数量について数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいも
のを求めて粘り強く考える態度、数学のよさに気
付き学習したことを生活や学習に活用しようとす
る態度を養うことができる。(高１段階Ａウ)

(知・技)万・億の単位やある数の10倍、100倍、
10分の１、100分の１、概数の表し方について理
解しようとするとともに、３位数までの整数や小
数の加法及び減法、乗法の意味について理解し
それらを計算する技能を身に付けようとしてい
る。
(思・判・表)数量関係に着目し、計算の仕方を
考えたり、計算に関して成り立つ性質を見いだ
そうとするとともに、日常の事象における場面に
着目し、目的に合った数の処理の仕方を考えた
り、それを日常生活に生かそうとしている。
(主学)数量について数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、検討してよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよさに気付き学習したこ
とを生活や学習に活用しようとしている。

【評価資料】学習活動の様子、プリントの進捗、
提出物、発表等で評価する。

数と計算「消費税や割引につ
いて」
(１月～２月)

・一億までの数の読み方、書き方
・一億までの数の位取りの原理、数の構成
・数の相対的な大きさ、大小、系列、順序関
係
・数直線の意味
・消費税や割引について知る。
・合計金額から消費税がいくらか考える。
・クーポン券を活用すると大体いくらになる
か考える。
・予算内で商品購入の計画を立てる。
(1億までの数、概数、概算、小数の加法・減
法、小数の乗法)
・何十、何百に１位数をかける乗法計算
・２～３位数に１位数をかける乗法と筆算形
式

(知及技)円グラフや帯グラフの意味やそれらの用
い方を理解するとともに、数量の関係を割合で捉
え円グラフや帯グラフで表したり、読んだりし、統
計的な問題解決の方法を知る技能を身に付ける
ことができる。(高１段階Ｄア(ア)㋐㋑)
(思判表力)目的に応じてデータを集めて分類整
理し、データの特徴や傾向に着目し、問題を解決
するために適切なグラフを選択して読み取り、そ
の結論について多面的に捉え考察する力を養う
ことできる。(高１段階Ｄア(イ)㋐)
(学･人)データの活用について数学的に表現・処
理したことを振り返り、多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く考える態度、数学のよ
さに気付き学習したことを生活や学習に活用しよ
うとする態度を養うことができる。(高１段階Ｄウ)

(知・技)円グラフや帯グラフの意味やそれらの
用い方を理解しようとするとともに、数量の関係
を円グラフや帯グラフで表したり、読んだりし、
統計的な問題解決の方法を知る技能を身に付
けようとしている。
(思・判・表)目的に応じてデータを集めて、デー
タの特徴や傾向に着目し、問題を解決するため
に適切なグラフを選択して読み取ろうとしたり、
その結論について考察しようとしている。
(主学)データの活用について数学的に表現・処
理したことを振り返り、検討してよりよいものを
求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気付き学
習したことを生活や学習に活用しようとしてい
る。

【評価資料】学習活動の様子、プリントの進捗、
提出物、発表等で評価する。

データの活用「いろいろな手
続きについて」
(２月～３月)

・何十、何百を１位数でわる除法計算
・２～３位数を１位数でわる除法と筆算形式
・平均の意味と求め方
・平均から全体量を求める方法
・携帯の契約方法についてプラン別に考え
る。
・宅配便やゆうパック等の利用方法につい
て知り、利用料を比較する。
・電気、ガス、水道などの公共設備の料金設
定について考える。
(表や棒グラフ、二次元の表、円グラフ、帯
グラフ)

総時数 105

３
学
期

27

2
学
期

42

・長さや重さ、広さの単位を知って、身近な
ものの量を表す。
・様々な計器や計算を行い、実際の長さや
重さ、広さを求める。
・自分の家の間取りを知る。
・実物と模型で拡大・縮小について考える。
・直線の垂直、平行の概念とひき方
・平行線を活用してできる角の大きさの考
察
・台形、平行四辺形、ひし形の概念、性質
・台形、平行四辺形、ひし形のかき方
・合同の意味、合同な図形の弁別
・合同な図形の性質
・合同な三角形の作図と、三角形の決定条
件の初歩
・円周率の意味
・円の直径の長さと円周の長さの関係
(長さの単位、重さの単位、適切な単位と計
器の選択、正三角形、二等辺三角形、平行
四辺形、台形、ひし形、面積の単位、長方
形、正方形の面積)
・直方体、立方体の概念、特徴、性質
・展開図、見取図の意味とかき方
・直方体、立方体の面や辺の位置関係（垂
直、平行）
・角柱、円柱の概念、特徴、性質
・角柱、円柱の見取図、展開図

図形「間取りについて」
「目的地までの距離につい

て」
(11月)

(知・技)三角形、四角形などの多角形及び図形
の形や大きさが決まる要素について理解しよう
とするとともにそれらを活用する技能を身に付
けようとしている。
(思・判・表)図形を構成する要素及びそれらの
位置関係、図形間の関係に着目し、構成の仕方
を考察しようとしたり、図形の性質に気付き、そ
の性質を説明しようとしている。
(主学)図形や数量について数学的に表現・処理
したことを振り返り、検討してよりよいものを求
めて粘り強く考えようとしたり、数学のよさに気
付き学習したことを生活や学習に活用しようとし
ている。

【評価資料】学習活動の様子、プリントの進捗、
提出物、発表等で評価する。

(知及技)三角形、様々な四角形などの多角形や
円の性質、円周率及び図形の形や大きさが決ま
る要素について理解するとともにそれらを活用す
る技能を身に付けることができる。(高１段階Ｂア
(ア)㋐㋑㋒㋓㋔)
(思判表力)図形を構成する要素及びそれらの位
置関係、図形間の関係に着目し、構成の仕方を
考察したり、図形の性質を見いだし、その性質を
筋道を立てて説明したりする力を養うことができ
る。(高１段階Ｂア(イ)㋐㋑)
(学･人)図形や数量について数学的に表現・処理
したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよ
いものを求めて粘り強く考える態度、数学のよさ
に気付き学習したことを生活や学習に活用しよう
とする態度を養うことができる。(高１段階Ｂウ)



高等部　1年(Ⅱ課程　普通コース ）　理科　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）植物の発芽、成長及び結実とそれ
らに関わる条件について理解するとともに、
観察、実験などに関する初歩的な技能を身に
つけることができる。(高１段階Ａア(ア))
(思判表力)発芽、成長及び結実に関わる条
件に気付き、それらを制御し、予想や仮説を
確かめる方法を理解したり、検討したりして、
その結果を捉えることができる。（高１段階Ａ
ア(イ)）
(学･人)植物の発芽、成長及び結実について
学んだことを、様々な生活場面に当てはめて
考えようとしたり、行動しようとしたりすること
ができる。（高１段階ウ）

(知･技）植物の発芽、成長及び結実とそれら
に関わる条件について理解しようとしていると
ともに、観察、実験などに関する初歩的な技
能を身につけようとしている。
(思･判･表)発芽、成長及び結実に関わる条
件に気付き、それらを制御し、予想や仮説を
確かめる方法を理解しようとしたり、検討した
りして、その結果を捉えようとしている。
(主学)植物の発芽、成長及び結実について
学んだことを、様々な生活場面に当てはめて
考えようとしたり、行動しようとしている。

【評価資料】活動の様子や課題への取り組み
を評価する。

「植物の発芽、成長、結実」
(４、５月)
・発芽の条件
・成長の条件
・植物の受粉と結実

・発芽の条件について予想し、観察する。
・成長の条件について予想し、観察する。
・植物の受粉・結実の様子を観察する。

(知及技）動物には雌雄あり、生まれた卵は日
が経つにつれて中の様子が変化してかえるこ
とを理解するとともに、観察・実験などに関す
る初歩的な技能を身につけることができる。
(高１段階Ａイ(ア))
(思判表力)動物の発生や成長について調べ
る中で、動物の発生や成長の様子と経過につ
いての予想や仮説を基に解決の方法を考え、
表現することができる。（高１段階Ａイ(イ)）
(学･人)動物の誕生について学んだことを、
様々な生活場面に当てはめて考えようとした
り、行動しようとしたりすることができる。（高１
段階ウ）

(知･技）動物には雌雄あり、生まれた卵は日
が経つにつれて中の様子が変化してかえるこ
とを理解しようとしているとともに、観察・実験
などに関する初歩的な技能を身につけようと
している。
(思･判･表)動物の発生や成長について調べ
る中で、動物の発生や成長の様子と経過につ
いての予想や仮説を基に解決の方法を考え、
表現しようとしている。
(主学)動物の誕生について学んだことを、
様々な生活場面に当てはめて考えようとした
り、行動しようとしている。

【評価資料】活動の様子や課題への取り組み
を評価する。

「動物の誕生」(６、７月)
・性別
・卵生

・卵の中の成長を観察する。

(知及技）流れる水には、土地を浸食したり、
石や土などを運搬したり、堆積させたりする
働きがあること、川の上流と下流によって、川
原の石の大きさや形に違いがあることを理解
するとともに、観察・実験などに関する初歩的
な技能を身につけることができる。(高１段階
Ｂア(ア))
(思判表力)流れる水の働きについて調べる
中で、流れる水の働きと土地の変化との関係
についての予想や仮説を基に、解決の方法を
考え、表現することができる。（高１段階Ｂア
(イ)）
(学･人)流れる水の働きと土地の変化につい
て学んだことを、様々な生活場面に当てはめ
て考えようとしたり、行動しようとしたりするこ
とができる。（高１段階ウ）

(知･技）流れる水には、土地を浸食したり、石
や土などを運搬したり、堆積させたりする働き
があること、川の上流と下流によって、川原の
石の大きさや形に違いがあることを理解しよ
うとしているとともに、観察・実験などに関する
初歩的な技能を身につけようとしている。
(思･判･表)流れる水の働きについて調べる
中で、流れる水の働きと土地の変化との関係
についての予想や仮説を基に、解決の方法を
考え、表現しようとしている。
(主学)流れる水の働きと土地の変化について
学んだことを、様々な生活場面に当てはめて
考えようとしたり、行動しようとしている。

【評価資料】活動の様子や課題への取り組み
を評価する。

「流れる水の働きと土地の変
化」(９、１０月)
・浸食
・運搬
・堆積
・川原の石の大きさと形

・水の量を変えて、流れる水の働きを調べ
る。
・川の上流と下流と川原の石を比較する。

(知及技）天気の変化は、雲の量や動きと関
係があること、映像などの気象情報を用いて
予想できることを理解するとともに、観察・実
験などに関する初歩的な技能を身につけるこ
とができる。(高１段階Ｂイ(ア))
(思判表力)天気の変化の仕方について調べ
る中で、天気の変化の仕方と雲の量や動きと
の関係についての予想や仮説を基に、解決の
方法を考え、表現することができる。（高１段
階Ｂイ(イ)）
(学･人)天気の変化について学んだことを、
様々な生活場面に当てはめて考えようとした
り、行動しようとしたりすることができる。（高１
段階ウ）

(知･技）天気の変化は、雲の量や動きと関係
があること、映像などの気象情報を用いて予
想できることを理解しようとしているとともに、
観察・実験などに関する初歩的な技能を身に
つけようとしている。
(思･判･表)天気の変化の仕方について調べ
る中で、天気の変化の仕方と雲の量や動きと
の関係についての予想や仮説を基に、解決の
方法を考え、表現しようとしている。
(主学)天気の変化について学んだことを、
様々な生活場面に当てはめて考えようとした
り、行動しようとしている。

【評価資料】活動の様子や課題への取り組み
を評価する。

「天気の変化」
(１１、１２月)

・雲の様子と天気の変化を調べる。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）生命の連続性、流れる水の働き、気象現象の規則性、物の溶け方、電流の働きについての理解を図り、観察、実験などに関する
　　　　初歩的な技能を身につけるようにする。（高1段階）
(思判表力)生命の連続性、流れる水の働き、気象現象の規則性、物の溶け方、電流の働きについて調べる中で、主に予想や仮説を基に、
　　　　解決の方法を考えようとする。（高１段階）
(学･人)生命の連続性、流れる水の働き、気象現象の規則性、物の溶け方、電流の働きについて進んで調べ、学んだことを生活に生かそうと
　　　する態度を養う。（高１段階）

令和６年度

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者
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1
学
期

２
学
期

14



３
学
期

9

(知及技）物が水に溶けても、水と物とを合わ
せた重さは変わらないこと、物が水に溶ける
量には限界があることを理解するとともに、
観察・実験などに関する初歩的な技能を身に
つけることができる。(高１段階Ｃア(ア))
(思判表力)物の溶け方について調べる中で、
物の溶け方の規則性についての予想や仮説
を基に、解決の方法を考え、表現することが
できる。（高１段階Ｃア(イ)）
(学･人)物の溶け方について学んだことを、
様々な生活場面に当てはめて考えようとした
り、行動しようとしたりすることができる。（高１
段階ウ）

(知･技）物が水に溶けても、水と物とを合わせ
た重さは変わらないこと、物が水に溶ける量
には限界があることを理解しようとしていると
ともに、観察や実験などに関する初歩的な技
能を身につけようとしている。
(思･判･表)物の溶け方について調べる中で、
物の溶け方の規則性についての予想や仮説
を基に、解決の方法を考え、表現しようとして
いる。
(主学)物の溶け方について学んだことを、
様々な生活場面に当てはめて考えようとした
り、行動しようとしている。
【評価資料】活動の様子や課題への取り組み
を評価する。

「物の溶け方（均一性含）」
(１、２月)
・溶解
・温度との関係
・量との関係

・水に溶けて見えなくなった食塩の行方を学
ぶ。
・物が水に溶ける量の限度を学ぶ。
・条件により水に溶ける量が変化することを
学ぶ。

３
学
期

9

(知及技）乾電池の数やつなぎ方を変えると、
電流の大きさや向きが変わり、豆電球の明る
さやモーターの回り方が変わることを理解す
るとともに、観察・実験などに関する初歩的な
技能を身につけることができる。(高１段階Ｃ
イ(ア))
(思判表力)電流の働きについて調べる中で、
電流の大きさや向きと乾電池につないだ物の
様子との関係についての予想や仮説を基に、
解決の方法を考え、表現することができる。
（高１段階Ｃイ(イ)）
(学･人)電流の働きについて学んだことを、
様々な生活場面に当てはめて考えようとした
り、行動しようとしたりすることがができる。
（高１段階ウ）

(知･技）乾電池の数やつなぎ方を変えると、
電流の大きさや向きが変わり、豆電球の明る
さやモーターの回り方が変わることを理解しよ
うとしているとともに、観察・実験などに関する
初歩的な技能を身につけようとしている。
(思･判･表)電流の働きについて調べる中で、
電流の大きさや向きと乾電池につないだ物の
様子との関係についての予想や仮説を基に、
解決の方法を考え、表現しようとしている。
(主学)電流の働きについて学んだことを、
様々な生活場面に当てはめて考えようとした
り、行動しようとしている。

【評価資料】活動の様子や課題への取り組み
を評価する。

「電流の働き」(３月)
・電流
・直列つなぎ
・並列つなぎ

・電流の生み出す力について学ぶ。

総時数 35



高等部　1年Ⅱ課程（普通コース）　音楽科　年間指導計画

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）曲の速度やリズム、曲想に合わせて
表現する技能を身に付けることができる。(高
１段階Aエ（ウ）㋐）
(思判表力)身体表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら、身体表現を創意
工夫できる。(高１段階Aエ（イ）㋐）
(学･人)主体的・協働的に身体表現に取り組
むことができる。(高１段階ウ）

(知・技）曲の速度やリズム、曲想に合わせて
表現する技能を身に付けようとしている。
(思･判･表)身体表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら、身体表現しよう
としている。
(主学)主体的・協働的に身体表現に取り組も
うとしている。

【評価資料】活動・実技の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

身体表現「リズムを楽しもう」
（４～５月）

・複数の音符を用いたリズム打ちや音符の
理解について学習する。
・音楽に合わせてカップスでリズム表現を
する。

(知及技）曲想と音楽の構造や歌詞の内容と
の関わりについて理解できる。(高１段階Aア
(イ）㋐）
(思判表力)歌唱表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら、歌唱表現を創意
工夫できる。(高１段階Aア（ア））
(学･人)主体的・協働的に歌唱表現に取り組
むことができる。(高１段階ウ）

(知･技）曲想と音楽の構造や歌詞の内容との
関わりについて理解しようとしている。
(思･判･表)歌唱表現について知識や技能を
得たり生かしたりしながら、歌唱表現のを創
意工夫しようとしている。
(主学)主体的・協働的に歌唱表現に取り組も
うとしている。

【評価資料】活動・実技の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

歌唱「平和について考えよう」
（５～６月）

・歌詞の理解や演奏と歌唱、鑑賞のマナー
について学習する。
・校歌の歌詞の内容を知り、平和な環境で
学習できる

(知及技）多様な楽器の音色と演奏の仕方と
の関わりについて理解できる。(高１段階Aイ
（イ）㋑）
(思判表力)器楽表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら、器楽表現を創意
工夫できる。（高等部1段階Aイ（ア））
(学･人)主体的・協働的に器楽表現に取り組
むことができる。(高１段階ウ）

(知･技）多様な楽器の音色と演奏の仕方との
関わりについて理解しようとしている。
(思･判･表)器楽表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら、器楽表現の創
意工夫しようとしている。
(主学)主体的・協働的に器楽表現に取り組も
うとしている。

【評価資料】活動・実技の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

器楽「器楽合奏に挑戦しよう」
（５～７月）

・楽器演奏体験をする。（楽器の名称、楽器
の特徴）
・奏法について学習する。（個人練習、パー
ト練習、合奏）
・指揮の注視について学ぶ。

(知及技）曲想及びその変化と、音楽の構造と
の関わりについて理解できる。(高１段階Bア
（イ））
(思判表力)鑑賞についての知識を得たり生
かしたりしながら、曲や演奏のよさなどを見い
だし、曲全体を味わって聴くことができる。(高
１段階B（ア））
(学･人)主体的・協働的に鑑賞の学習に取り
組むことができる。(高１段階ウ)

(知･技）曲想及びその変化について理解しよ
うとしている。
(思･判･表)鑑賞についての知識を得たり生
かしたりしながら、曲全体を味わって聴こうと
している。
(主学)主体的・協働的に鑑賞の学習に取り組
もうとしている。

【評価資料】学習の様子と感想発表、振り返し
シートで評価する。

鑑賞「特徴を捉えて聴こう」（７月） ・クラシックや宗教音楽、民族音楽など色々
なジャンルの曲を鑑賞する。

(知及技）多様な楽器の音色と演奏の仕方と
の関わりについて理解できる。(高１段階Aイ
（イ）㋑）
(思判表力)器楽表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら、器楽表現を創意
工夫できる。（高等部1段階Aイ（ア））
(学･人)主体的・協働的に器楽表現に取り組
むことができる。(高１段階ウ）

(知･技）多様な楽器の音色と演奏の仕方との
関わりについて理解しようとしている。
(思･判･表)器楽表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら、器楽表現を創
意工夫しようとしている。
(主学)主体的・協働的に器楽表現に取り組も
うとしている。

【評価資料】活動・実技の様子と感想発表、振
り返りシートで評価する。

器楽「器楽合奏を楽しもう」
（９～11月）

・楽器演奏体験（楽器の名称、楽器の特
徴）
・奏法について（個人練習、パート練習、合
奏）
・指揮の注視について

(知及技）創意工夫を生かした表現で旋律や
音楽をつくるために必要な，課題や条件に
沿った音の選択や組合せなどの技能を身に付
けることができる。(高１段階Aウ（ウ））
(思判表力)創作表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら，創作表現を創意
工夫できる。(高１段階Aウ（ア））
(学･人)主体的・協働的に創作の学習に取り
組むことができる。(高１段階ウ)

(知･技）創意工夫を生かした表現で旋律や音
楽をつくるために必要な，課題や条件に沿っ
た音の選択や組合せなどの技能を身に付け
ようとしている。
(思･判･表)創作表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら，創作表現を創
意工夫しようとしている。
(主学)主体的・協働的に創作の学習に取り組
もうとしている。

【評価資料】学習の様子と感想発表、振り返し
シートで評価する。

創作「曲作りに挑戦しよう」
（11月～12月）

・音楽創作アプリ等を使用し、旋律及リズム
パートの創作を行う。

1
学
期

24

２
学
期

28

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作、身体表現
の技能を身に付けるようにする。（高1段階）
(思判表力)音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを自分なりに見いだしながら音楽を味わって聴くことができるようにする。（高１段階）
(学･人)音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文化に親しみ、音楽経験を生かして生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。（高1段
階）

令和６年度

単位数
／配当時数

児童生徒 担当者

2/70 高等部１年Ⅱ課程（普通コース） 名嘉元 彩、鎌田真理亜



(知及技）曲想と音楽の構造や歌詞の内容と
の関わりについて理解できる。(高１段階Aア
(イ）㋐）
(思判表力)歌唱表現についての知識や技能
を得たり生かしたりしながら、歌唱表現を創意
工夫できる。(高１段階Aア（ア））
(学･人)主体的・協働的に歌唱表現に取り組
むことができる。(高１段階ウ）

(知･技）曲想と音楽の構造や歌詞の内容との
関わりについて理解しようとしている。
(思･判･表)歌唱表現について知識や技能を
得たり生かしたりしながら、歌唱表現を創意
工夫しようとしている。
(主学)主体的・協働的に歌唱表現に取り組も
うとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返り
シートで評価する。

歌唱「気持ちを込めて歌おう」
（１～３月）

・発声練習、歌詞の理解、強弱記号の理解
と意識

(知及技）曲想及びその変化と、音楽の構造と
の関わりについて理解できる。(高１段階Bア
（イ））
(思判表力)鑑賞についての知識を得たり生
かしたりしながら、曲や演奏のよさなどを見い
だし、曲全体を味わって聴くことができる。(高
１段階B（ア））
(学･人)主体的・協働的に鑑賞の学習に取り
組むことができる。(高１段階ウ)

(知･技）曲想及びその変化について理解しよ
うとしている。
(思･判･表)鑑賞についての知識を得たり生
かしたりしながら、曲全体を味わって聴こうと
している。
(主学)主体的・協働的に鑑賞の学習に取り組
もうとしている。

【評価資料】学習の様子と感想発表、振り返し
シートで評価する。

鑑賞「曲の特徴について発表して
みよう」（２～３月）

・クラシックや宗教音楽、民族音楽など色々
なジャンルの曲を鑑賞する。
・生徒同士で感じたこと等を話し合う場面
を設定し、曲の特徴についてグループ毎に
発表６する。

総時数 70

３
学
期

18



高等部　1年（Ⅱ課程　普通コース ）　美術科　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）材料や用具の特性の生かし方
などを身につけ、意図に応じて表現方法
を工夫して表すことができる。(高1段階
Ａ表現（イ）)
(思判表力) 対象や物事を見つめ感じ
取ったことや考えたこと、伝えたり使っ
たりする目的や条件などを基に主題を生
み出し、構成を創意工夫し、心豊かに表
現する構造を練ることができる。(高1段
階Ａ表現（ア）)
(学･人) 主体的・協働的に制作や鑑賞に
取り組むことができる。(高1段階)

(知・技）材料や用具の特性の生かし方
などを身につけ、意図に応じて表現方法
を工夫して表そうとしている。
(思･判･表) よさや美しさを感じ取り、
作者の心情や表現の意図と工夫などにつ
いて考え、見方や感じ方を広げようとし
ている。
(主学) 主体的・協働的に制作や鑑賞に
取り組もうとしている。

【評価資料】活動の様子と作品、発表、
振り返りシートで評価する。

「自己紹介ネームカード」
（４～５月）

・自己紹介カードを制作す
る。
・制作した作品の発表をす
る。
・制作した作品の鑑賞をす
る。

(知及技）形や色彩、材料や光などの動
きを理解することができる。(高1段階
共通事項（ア）)
(思判表力) 美術作品などの造形的なよ
さや美しさを感じ取り、作者の心情や表
現の意図と工夫などについて考えるなど
して、見方や感じ方を広げることができ
る。(高1段階Ｂ鑑賞（ア）)
(学･人) 主体的・協働的に制作や鑑賞に
取り組むことができる。(高1段階)

(知・技）形や色彩、材料や光などの動
きを理解しようとしている。
(思･判･表) (思･判･表)美術作品などの
造形的なよさや美しさを感じ取り、作者
の心情や表現の意図と工夫などについて
考えるなどして、見方や感じ方を広げよ
うとしている。
(主学) 主体的・協働的に制作や鑑賞に
取り組もうとしている。

【評価資料】活動の様子と作品、発表、
振り返りシートで評価する。

「いろいろな技法」
（６～７月）

・技法について学ぶ。
・制作した作品を鑑賞す
る。

(知及技）形や色彩、材料や光などの動
きを理解することができる。(高1段階
共通事項（ア）)
(思判表力) 美術作品などの造形的なよ
さや美しさを感じ取り、作者の心情や表
現の意図と工夫などについて考えるなど
して、見方や感じ方を広げることができ
る。(高1段階Ｂ鑑賞（ア）)
(学･人) 主体的・協働的に制作や鑑賞に
取り組むことができる。(高1段階)

(知・技）対象や事象を見つめ、構成を
創意工夫し、表現する構成を練ろうとし
ている。
(思･判･表)美術作品などの造形的なよさ
や美しさを感じ取り、作者の心情や表現
の意図と工夫などについて考えるなどし
て、見方や感じ方を広げようとしてい
る。
(主学) 主体的・協働的に制作や鑑賞に
取り組もうとしている。

【評価資料】活動の様子と作品、発表、
振り返りシートで評価する。

「コラージュ」
（９～10月）

・いろいろな技法から形を
切り取り新しく作品を制作
する。
・制作した作品の発表をす
る。
・制作した作品の鑑賞をす
る。

(知及技）材料や用具の特性の活かし方
などを身に付け、意図に応じて表現方法
を工夫して表すことができる。(高1段
階)
(思判表力) 生活の中の美術や文化遺産
などのよさや美しさを感じ取り、生活を
美しく豊かにする美術の働きや美術文化
について考えるなどして見方や感じ方を
広げることができる。(高1段階Ｂ鑑賞
（イ）)
(学･人) 主体的・協働的に制作や鑑賞に
取り組むことができる。(高1段階)

(知・技）材料や用具の特性の活かし方
などを身に付け、意図に応じて表現方法
を工夫しようとしている。
(思・判・表)  生活の中の美術や文化遺
産などのよさや美しさを感じ取り、生活
を美しく豊かにする美術の働きや美術文
化について考えるなどして見方や感じ方
を広げようとしている。
(主学) 主体的・協働的に制作や鑑賞に
取り組もうとしている。

【評価資料】活動の様子と作品、発表、
振り返りシートで評価する。

「クリスマスカード制作」
（11～12月）

・クリスマスカードの制作
をする。
・制作した作品の発表をす
る。
・制作した作品の鑑賞をす
る。

担当者

令和６年度

単位数
／配当時数 児童生徒

野﨑　翔太

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて表現方法を工夫して表すことができるようにする。(高
1段階)
(思判表力)造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫などについて考え、主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、
美術や美術文化などに対する見方や感じ方を広げたりすることができるようにする。(高1段階)
(学･人) 楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を培い、心豊かな生活を創造してい
く態度を養う。(高1段階)

1
学
期
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28
２
学
期



(知及技）対象や事象を見つめ感じ取っ
たことを表現できるような鑑賞方法を身
に付けることができる。(高1段階)
(思判表力) 美術作品などの造形的なよ
さや美しさを感じ取り、作者の心情や表
情の意図と工夫などについて考え、見方
や感じ方を広げることができる。(高1段
階Ｂ鑑賞（ア）)
(学･人) 主体的・協働的に制作や鑑賞に
取り組むことができる。(高2段階)

(知・技）対象や事象を見つめ感じ取っ
たことを表現できるような鑑賞方法を身
に付けようとしている。
(思・判・表) 美術作品などの造形的な
よさや美しさを感じ取り、作者の心情や
表情の意図と工夫などについて考え、見
方や感じ方を広げようとしている。
(主学) 主体的・協働的に制作や鑑賞に
取り組もうとしている。

【評価資料】活動の様子と作品、発表、
振り返りシートで評価する。

「鑑賞」(１～２月） ・各名画について学ぶ。
　ゴッホ
　ルノアール
　モネ
　ダヴィンチ
　シャガール

(知及技）材料や用具の特性の生かし方
などを身につけ、意図に応じて表現方法
を工夫して表すことができる。(高1段階
Ａ表現（イ）)
(思判表力)造形的な特徴などから全体の
イメージで捉えることを理解することが
できる。（高1段階共通事項（イ））
(学･人) 主体的・協働的に制作や鑑賞に
取り組むことができる。(高1段階)

(知・技）材料や用具の特性の生かし方
などを身につけ、意図に応じて表現方法
を工夫して表そうとしている。
(思･判･表) 造形的な特徴などから全体
のイメージで捉えることを理解しようと
している。
(主学) 主体的・協働的に制作や鑑賞に
取り組もうとしている。

【評価資料】活動の様子と作品、発表、
振り返りシートで評価する。

「模写」（２～３月） ・各名画を模写する。
・制作した作品の発表をす
る。
・制作した作品の鑑賞をす
る。

総時数 70

３
学
期

18



高等部　１年Ⅱ課程（ 普通コース ）保健体育科（体育）　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）体ほぐしの運動や体の動きを高める
運動を通して、体を動かす楽しさや心地よさ
を味わい、その行い方や方法を理解するとと
もに、仲間と積極的に関わったり、動きを持続
する能力などを高める運動をしたりすること
ができる。(高１段階Ａア)
(思判表力)体ほぐしの運動や体の動きを高
める運動についての自他の課題を発見し、そ
の解決のための方策を工夫したり、仲間と考
えたりしたことを他者に伝えることができる。
(高１段階Ａイ)
(学･人)体ほぐしの運動や体の動きを高める
運動の多様な経験を通して、きまりを守り、仲
間と協力したり、場や用具の安全を確保した
りし、自主的に運動をすることができる。(高１
段階Ａウ)

(知･技）体ほぐしの運動や体の動きを高める
運動を通して、体を動かす楽しさや心地よさを
味わい、その行い方や方法を理解するととも
に、仲間と積極的に関わったり、動きを持続す
る能力などを高める運動をしようとしている。
(思･判･表)体ほぐしの運動や体の動きを高め
る運動についての自他の課題を発見し、その
解決のための方策を工夫したり、仲間と考え
たりしたことを他者に伝えようとしている。
(主学)体ほぐしの運動や体の動きを高める運
動の多様な経験を通して、きまりを守り、仲間
と協力したり、場や用具の安全を確保したり
し、自主的に運動をしようとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返り
シートで評価する。

「体つくり運動」
（4月～3月）
・特体連ダンス
・ラジオ体操
・新体力テスト

・いろいろな手軽な運動やリズミカルな運動
を行う。
・特体連ダンスやラジオ体操や地域で親しま
れている曲に合わせてダンスを行う。
・体の柔らかさや巧みな動き、力強い動き、
動きを持続する能力を高めることをねらい
として行われる運動を行う。

(知及技）器械運動の楽しさや喜びを味わい、
その特性に応じた技能を理解するとともに技
を身に付けることができる。(高１段階Ｂア)
(思判表力)器械運動についての自他の課題
を発見し、その解決のための方策を工夫した
り、仲間と考えたりしたことを他者に伝えるこ
とができる。(高１段階Ｂイ)
(学･人)器械運動の多様な経験を通して、き
まりやルール、マナーなどを守り、仲間と協力
したり、場や器械・器具の安全を確保したり
し、自主的に運動をすることができる。(高１段
階Ｂウ)

(知･技）器械運動の楽しさや喜びを味わい、
その特性に応じた技能を理解するとともに技
を身に付けようとしている。
(思･判･表)器械運動についての自他の課題
を発見し、その解決のための方策を工夫した
り、仲間と考えたりしたことを他者に伝えようと
している。
(主学)器械運動の多様な経験を通して、きま
りやルール、マナーなどを守り、仲間と協力し
たり、場や器械・器具の安全を確保したりし、
自主的に運動をしようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返り
シートで評価する。

「器械運動」
（6～７月）
・マット運動
・跳び箱運動
・トランポリン

・一連の動きを滑らかに、バランスよく姿勢
を保ちながら行い、基本的な技を身に付け
る。

(知及技）水泳の楽しさや喜びを味わい、その
特性に応じた技能を理解するとともに泳法を
身に付けることができる。(高１段階Ｄア)
(思判表力)水泳についての自他の課題を発
見し、その解決のための方策を工夫したり、仲
間と考えたりしたことを他者に伝えることがで
きる。(高１段階Ｄイ)
(学･人)水泳の多様な経験を通して、きまりや
ルール、マナーなどを守り、仲間と協力したり、
場や用具の安全を確保したりし、自主的に運
動をすることができる。(高１段階Ｄウ)

(知･技）水泳の楽しさや喜びを味わい、その特
性に応じた技能を理解するとともに泳法を身
に付けようとしている。
(思･判･表)水泳についての自他の課題を発
見し、その解決のための方策を工夫したり、仲
間と考えたりしたことを他者に伝えようとして
いる。
(主学)水泳の多様な経験を通して、きまりや
ルール、マナーなどを守り、仲間と協力したり、
場や用具の安全を確保したりし、自主的に運
動をしようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返り
シートで評価する。

「水泳」
（9月）
・クロール
・平泳ぎ
・スタート＆ターン

・クロール、平泳ぎでは手や足の動きと呼吸
のタイミングを合わせられるようゆっくりとし
た動きで行う。
・生徒の体力や技能に応じてスタート、ター
ンの練習を行う。

(知及技）陸上競技の楽しさや喜びを味わい、
その特性に応じた技能を理解するとともに技
能を身に付けることができる。(高１　段階Ｃ
ア)
(思判表力)陸上競技についての自他の課題
を発見し、その解決のための方策を工夫した
り、仲間と考えたりしたことを他者に伝えるこ
とができる。(高１段階Ｃイ)
(学･人)陸上競技の多様な経験を通して、き
まりやルール、マナーなどを守り、仲間と協力
したり、場や用具の安全を確保したりし、自主
的に運動をすることができる。　　(高１段階Ｃ
ウ)

(知･技）陸上競技の楽しさや喜びを味わい、
その特性に応じた技能を理解するとともに技
能を身に付けようとしている。
(思･判･表)陸上競技についての自他の課題
を発見し、その解決のための方策を工夫した
り、仲間と考えたりしたことを他者に伝えようと
している。
(主学)陸上競技の多様な経験を通して、きま
りやルール、マナーなどを守り、仲間と協力し
たり、場や用具の安全を確保したりし、自主的
に運動をしようとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返り
シートで評価する。

「陸上競技」
（10、11,12月）
・短距離走
・長距離走
・リレー

・短距離走では手足のリズムを合わせ、体を
軽く前傾させて全力で走ること。
・長距離走では、ペースを一定にして走るこ
と。
・リレーではバトンの受け渡しのタイミングを
練習しながらチームに分かれて競争し、チー
ムのタイムを短縮できるよう練習を行う。

(知及技）武道の楽しさや喜びを味わい、その
特性に応じた技能を理解するとともに、基本
動作や基本となる技を用いて、簡易な攻防を
展開することができる。(高１段階Ｆア)
(思判表力)武道についての自他の課題を発
見し、その解決のための方策を工夫したり、仲
間と考えたりしたことを他者に伝えることがで
きる。(高１段階Ｆイ)
(学･人)武道の多様な経験を通して、きまりや
伝統的な行動の仕方を守り、仲間と協力した
り、場や用具の安全を確保したりし、自主的に
運動をすることができる。(高１段階Ｆウ)

(知･技）武道の楽しさや喜びを味わい、その特
性に応じた技能を理解するとともに、基本動
作や基本となる技を用いて、簡易な攻防を展
開しようとしている。
(思･判･表)武道についての自他の課題を発
見し、その解決のための方策を工夫したり、仲
間と考えたりしたことを他者に伝えようとして
いる。
(主学)武道の多様な経験を通して、きまりや
伝統的な行動の仕方を守り、仲間と協力した
り、場や用具の安全を確保したりし、自主的に
運動をしようとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返り
シートで評価する。

「武道」
（11月）
・空手

・基本動作を中心に取り組み、普及型Ⅰ、Ⅱ
に挑戦する。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）　各種の運動の楽しさや喜びを味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達、個人生活に必要な健康・安全に関する事柄などを理解するとともに、技
能を身に付けるようにする。（高１段階）
(思判表力)イ　各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、その解決のための方策を工夫したり、仲間と考えたりしたことを、他者に伝える力を養
う。（高１段階）
(学･人)ウ　各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、仲間と協力したり、場や用具の安全を確保したりし、自己の最善を尽くして自主
的に運動をする態度を養う。また、健康・安全に留意し、健康の保持増進と回復に積極的に取り組む態度を養う。（高１段階）

1
学
期

24

２
学
期

28

2/70 高等部１年Ⅱ課程  普通コース 田島輝典

令和6年度

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者



(知及技）ダンスの楽しさや喜びを味わい、そ
の行い方を理解するとともに、技能を身に付
け、表現や踊りを通した交流をすることができ
る。(高１段階Ｇア)
(思判表力)ダンスについての自他の課題を
発見し、その解決のための方策を工夫したり、
仲間と考えたりしたことを他者に伝えることが
できる。(高１段階Ｇイ)
(学･人)ダンスの多様な経験を通して、仲間
の表現を認め助け合ったり、場や用具の安全
を確保したりし、自主的に運動をすることがで
きる。(高１段階Ｇウ)

(知･技）ダンスの楽しさや喜びを味わい、その
行い方を理解するとともに、技能を身に付け、
表現や踊りを通した交流をしようとしている。
(思･判･表)ダンスについての自他の課題を発
見し、その解決のための方策を工夫したり、仲
間と考えたりしたことを他者に伝えようとして
いる。
(主学)ダンスの多様な経験を通して、仲間の
表現を認め助け合ったり、場や用具の安全を
確保したりし、自主的に運動をしようとしてい
る。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返り
シートで評価する。

「ダンス」
（１月）
・創作ダンス

・現代的なリズムのダンス（リズムに乗って
全身で自由に弾んで踊ること。）
・簡単なリズムの取り方や動きで、音楽のリ
ズムに同調したり、体幹部を中心としたシン
プルに弾む動きをしたりして自由に踊るこ
と。
・リズムの取り方や動きの連続のさせ方を組
み合わせて、動きに変化を付けて踊ること

(知及技）球技の楽しさや喜びを味わい、その
特性に応じた技能を理解するとともに技能を
身に付け、簡易化されたゲームを行うことが
できる。(高１段階Ｅア)
(思判表力)球技についての自他の課題を発
見し、その解決のための方策を工夫したり、仲
間と考えたりしたことを他者に伝えることがで
きる。(高１段階Ｅイ)
(学･人)球技の多様な経験を通して、きまりや
ルール、マナーなどを守り、仲間と協力したり、
場や用具の安全を確保したりし、自主的に運
動をすることができる。(高１段階Ｅウ)

(知･技）球技の楽しさや喜びを味わい、その特
性に応じた技能を理解するとともに技能を身
に付け、簡易化されたゲームを行おうとしてい
る。
(思･判･表)球技についての自他の課題を発
見し、その解決のための方策を工夫したり、仲
間と考えたりしたことを他者に伝えようとして
いる。
(主学)球技の多様な経験を通して、きまりや
ルール、マナーなどを守り、仲間と協力したり、
場や用具の安全を確保したりし、自主的に運
動をしようとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返り
シートで評価する。

「球技」
（2、3月）
・バスケットボール
・サッカー
・バレーボール
・バドミントン
・卓球
・ボッチャ
・フライングディスク

・生徒の実態等に応じて簡易化したルール
でゲームを行う。
・将来の余暇活動にも結びつく種目を積極
的に取り入れる。
・生徒の実態に応じて、各種目のきまりや
ルールのついての学習を行う。

(知及技）運動やスポーツの多様性、効果と学
び方、安全な行い方及び文化としてのスポー
ツの意義に気付くことができる。(高１段階Ｈ
ア)
(思判表力)運動やスポーツの多様性、効果と
学び方、安全な行い方及び文化としてのス
ポーツの意義についての課題を発見し、その
解決のための方策を工夫したり、仲間と考え
たりしたことを他者に伝えることができる。(高
１段階Ｈイ)
(学･人)運動やスポーツの多様性、効果と学
び方、安全な行い方及び文化としてのスポー
ツの意義についての学習に積極的に取り組む
ことができる。(高１段階Ｈウ)

(知･技）運動やスポーツの多様性、効果と学
び方、安全な行い方及び文化としてのスポー
ツの意義に気付こうとしている。
(思･判･表)運動やスポーツの多様性、効果と
学び方、安全な行い方及び文化としてのス
ポーツの意義についての課題を発見し、その
解決のための方策を工夫したり、仲間と考え
たりしたことを他者に伝えようとしている。
(主学)運動やスポーツの多様性、効果と学び
方、安全な行い方及び文化としてのスポーツ
の意義についての学習に積極的に取り組もう
としている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返り
シートで評価する。

「体育理論」
（4月～3月）
・運動やスポーツの多様性
・効果と学び方
・安全な行い方
・文化としてのスポーツの意
義

・スポーツには多様な関わり方があること。
・効果と学び方では、運動が身体の発達や
その機能に効果があることや食生活の改善
と関連付ける。
・安全な行い方では、運動の特性や目的に
適した運動を選択したり、個々の発達段階
に応じた強度、時間、頻度に配慮した計画を
立てること。

総時数 70

3
学
期

18



高等部１年（Ⅱ課程　普通コース ）保健体育科（保健）年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

12

(知及技）心身の発育・発達、傷害の防止
及び疾病の予防等を理解するとともに、
健康で安全な個人生活を営むための技
能を身に付けることができる。(高１段階Ｉ
ア)
(思判表力)健康・安全に関わる自他の課
題を発見し、その解決のための方策を工
夫したり、仲間と考えたりしたことを他者
に伝えることができる。(高１段階Ｉイ)
(学･人)健康・安全についての学習に積
極的に取り組むことができる。(高１段階Ｉ
ウ)

(知･技）心身の発育・発達、傷害の防止及
び疾病の予防等を理解するとともに、健
康で安全な個人生活を営むための技能を
身に付けようとしている。
(思･判･表)健康・安全に関わる自他の課
題を発見し、その解決のための方策を工
夫したり、仲間と考えたりしたことを他者
に伝えようとしている。
(主学)健康・安全についての学習に積極
的に取り組もうとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「保健」
（4～７月）
・心と身体の発達

・自然災害

・心と身体は同様に発達し、密接な関係
があることやそれに応じた適切な行動
を身に付けることを学習する。
・自然災害では台風、高潮、大雨洪水、
雷、竜巻について学習する。（水難事故
も含む）

２
学
期

14

(知及技）心身の発育・発達、傷害の防止
及び疾病の予防等を理解するとともに、
健康で安全な個人生活を営むための技
能を身に付けることができる。(高１段階Ｉ
ア)
(思判表力)健康・安全に関わる自他の課
題を発見し、その解決のための方策を工
夫したり、仲間と考えたりしたことを他者
に伝えることができる。(高１段階Ｉイ)
(学･人)健康・安全についての学習に積
極的に取り組むことができる。(高１段階Ｉ
ウ)

(知･技）心身の発育・発達、傷害の防止及
び疾病の予防等を理解するとともに、健
康で安全な個人生活を営むための技能を
身に付けようとしている。
(思･判･表)健康・安全に関わる自他の課
題を発見し、その解決のための方策を工
夫したり、仲間と考えたりしたことを他者
に伝えようとしている。
(主学)健康・安全についての学習に積極
的に取り組もうとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「保健」
（９～１２月）
・ストレスへの対処

・地震津波

・ストレスへの対処では、自己理解を深
めたり、リラクゼーション等の対処の方
法を学習する。
・地震や津波に関する基礎知識や避難
方法等について学習する。

3
学
期

9

(知及技）心身の発育・発達、傷害の防止
及び疾病の予防等を理解するとともに、
健康で安全な個人生活を営むための技
能を身に付けることができる。(高１段階Ｉ
ア)
(思判表力)健康・安全に関わる自他の課
題を発見し、その解決のための方策を工
夫したり、仲間と考えたりしたことを他者
に伝えることができる。(高１段階Ｉイ)
(学･人)健康・安全についての学習に積
極的に取り組むことができる。(高１段階)

(知･技）心身の発育・発達、傷害の防止及
び疾病の予防等を理解するとともに、健
康で安全な個人生活を営むための技能を
身に付けようとしている。
(思･判･表)健康・安全に関わる自他の課
題を発見し、その解決のための方策を工
夫したり、仲間と考えたりしたことを他者
に伝えようとしている。
(主学)健康・安全についての学習に積極
的に取り組もうとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、振り
返りシートで評価する。

「保健」
（１～３月）
・傷害の発生や防止

・喫煙

・傷害の発生条件や適切な対策につい
て学習する。
・有害物質や依存性に関する基礎知識
や好奇心、心理状態等に適切に対処す
ることを学習する。

総時数 35

令和６年度

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者

1/35 高等部１年Ⅱ課程（普通コース） 新垣健司

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）各種の運動の楽しさや喜びを味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達，個人生活に必要な健康・安全に関
する事柄などを理解するとともに、技能を身に付けるようにする。（高１段階）
(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、その解決のための方策を工夫したり、仲間と考え
たりしたことを、他者に伝える力を養う。（高１段階）
(学･人)各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、仲間と協力したり、場や用具の安全を確保し
たりし、自己の最善を尽くして自主的に運動をする態度を養う。また，健康・安全に留意し、健康の保持増進と回復に積極的に取り
組む態度を養う。（高１段階）



高等部１年（Ⅱ課程 普通コース） 職業科(座学) 　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）勤労の意義を理解することができる。
（高1段階Aア(ア)）
(思判表力）意欲や見通しを持って取り組み、そ
の成果や自分と他者との役割及び他者との協
力について考え、表現することができる。(高1
段階Aア(イ))
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組むことができる。　(高1
段階Aア(ウ))

(知・技）勤労の意義を理解しようとしている。
(思･判･表)意欲や見通しを持って取り組み、
その成果や自分と他者との役割及び他者との
協力について考え、表現しようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組もうとしている。

【評価資料】活動内容の様子、振り返りシート
で評価する。

○オリエンテーション
　　（4月）
　・授業の目標と活動
　　内容について
○「自分のこと」（4月）
　①好きなこと、よいと
　　ころ
　②自分の体
　③自分の家
　⑥やりたいこと、夢、
　　職業

・授業の目標や活動内容につい
て知り、学習の見通しを持つ。
・家庭や学校、地域における自分
と他者との役割について知る。
・自分の長所や短所、特性を理
解する。
・血液型や服薬、配慮してほしい
ことを確認する。
・住所・電話番号・最寄りバス停
などについて確認する。
・自分の夢実現に向けたドリーム
マップを作成する。

(知及技）職業生活に必要とされる実践的な知
識及び技能を身に付けることができる。（高1段
階Aイ(ア)㋐）
(思判表力）職業生活に必要な健康管理や余暇
の過ごし方について考えることができる。(高1
段階Aイ(イ)㋓)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組むことができる。　(高1
段階Aア(ウ))

(知・技）職業生活に必要とされる実践的な知
識及び技能を身に付けようとしている。
(思･判･表)職業生活に必要な健康管理や余
暇の過ごし方について考えようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組もうとしている。

【評価資料】活動内容の様子、振り返りシート
で評価する。

〇「自分のこと」(5月)
　④生活スケジュール
○「働くために必要な
　　こと」（5月）
　⑱実習に行く前に
　⑲実習中の生活
　⑳作業工程の理解
　　　（技能検定）

・１日及び１週間のスケジュール
管理や休日の過ごし方を知る。
・目標、実習内容、実習先の情
報、通勤方法、持ち物、日誌の書
き方について知る。
・実習中の日課、健康管理、通勤
中のトラブル対処の方法等を知
る。
・メンテナンス部門（自在ほうき・
モップ・机ふき）　の技能につい
て知り、実践する。

(知及技）職業など卒業後の進路に必要となる
ことについて理解することができる。(高1段階
Cア)
(思判表力）産業現場等における実習での自己
の成長について考えたことを表現することがで
きる。(高1段階Cイ）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組むことができる。　(高1
段階Aア(ウ))

(知・技）職業など卒業後の進路に必要となるこ
とについて理解しようとしている。
(思･判･表)産業現場等における実習での自己
の成長について考えたことを表現しようとして
いる。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組もうとしている。

【評価資料】実習日誌、活動内容の様子、振り
返りシートで評価する。

○「働くこと」
　　（5月～6月）
　⑪仕事に対する心構
　　え
○「働くために必要な
　　こと」（6月～7月）
　⑲実習中の生活
　㉑事後学習と報告会
　⑳作業工程の理解
　　　（技能検定）

・仕事をする上での気持ちのコン
トロール方法を知る。
・実習中の日課、健康管理、通勤
中のトラブル対処の方法等を実
践する。
・実習を振り返り、自己の成長や
課題、改善策について考え、発
表する。
・メンテナンス部門（自在ほうき・
モップ・机ふき）　の技能につい
て知り、実践する。

（知及技）情報セキュリティ及び情報モラルにつ
いて知るとともに、表現、記録、計算、通信等に
係るコンピュータ等の情報機器について、その
特性や機能を知り、操作の仕方が分かり、扱う
ことができる。（高1段階Bア）
(思判表力)情報セキュリティ及び情報モラルを
踏まえ、コンピュータ等の情報機器を扱い、収
集した情報をまとめ、考えたことを発表すること
ができる。（高1段階Bイ）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組むことができる。　(高1
段階Aア(ウ))

（知･技）情報セキュリティ及び情報モラルにつ
いて知るとともに、表現、記録、計算、通信等に
係るコンピュータ等の情報機器について、その
特性や機能を知り、操作の仕方が分かり、扱お
うとしている。
(思･判･表)情報セキュリティ及び情報モラルを
踏まえ、コンピュータ等の情報機器を扱い、収
集した情報をまとめ、考えたことを発表しようと
している。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組もうとしている。

【評価資料】活動内容の様子、振り返りシート
で評価する。

○「働くこと」（9月）
　⑦いろいろな仕事
　⑳タイピング
　・情報モラル

・職名や職種、企業や事業所の
社会的役割などについて調べ
る。
・調べたことをICT機器を使って
まとめ、発表する。
・情報発信による他者への影響
を考え、人権、知的財産権など
自他の権利を尊重し情報社会で
の行動に責任をもつことを知る。

(知及技）職業生活に必要とされる実践的な知
識及び技能を身に付けることができる。（高1段
階Aイ(ア)㋐）
(思判表力）職業生活に必要な健康管理や余暇
の過ごし方について考えることができる。(高1
段階Aイ(イ)㋓)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組むことができる。　(高1
段階Aア(ウ))

(知・技）職業生活に必要とされる実践的な知
識及び技能を身に付けようとしている。
(思･判･表)職業生活に必要な健康管理や余
暇の過ごし方について考えようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組もうとしている。

【評価資料】活動内容の様子、振り返りシート
で評価する。

〇「働くために必要な
　　こと」（９月～10月）
　⑫健康管理
　⑬マナーや身だしなみ
　⑭聞き取りと伝達
　⑮金銭管理
　⑯移動手段
　⑰面接（事前挨拶）

・健康管理や安全管理について
知る。
・挨拶、返事、言葉遣い、態度、
清潔、身だしなみについて知る。
・メモの取り方や自分の意思の
伝え方について知る。
・金銭の管理方法について知る。
・実習先までの交通機関の利用
方法について知る。
・面接の基礎知識や質問応対の
仕方について知る。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）職業に関する事柄について理解するとともに、将来の職業生活に係る技能を身に付けるようにする。（高１段階）
(思判表力)将来の職業生活を見据え、必要な事柄を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価し、表現する力を養う。
（高１段階）
(学･人)よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への参画に向けて、生活を工夫しようとする実践的な態度を養う。（高１段階）
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(知及技）職業など卒業後の進路に必要となる
ことについて理解することができる。(高1段階
Cア)
(思判表力）産業現場等における実習での自己
の成長について考えたことを表現することがで
きる。(高1段階Cイ）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組むことができる。　(高1
段階Aア(ウ))

(知・技）職業など卒業後の進路に必要となるこ
とについて理解しようとしている。
(思･判･表)産業現場等における実習での自己
の成長について考えたことを表現しようとして
いる。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組もうとしている。

【評価資料】実習日誌、活動内容の様子、振り
返りシートで評価する。

○「働くこと」
　　（１０月～１１月）
　⑪仕事に対する心構
　　え
○「働くために必要な
　　こと」（１０月～１１月）
　⑲実習中の生活
　㉑事後学習と報告会
　⑳作業工程の理解
　　　（技能検定）

・仕事をする上での気持ちのコン
トロール方法を実践する。
・実習中の日課、健康管理、通勤
中のトラブル対処の方法等を知
り、実践する。
・実習を振り返り、自己の成長や
課題、改善策について考え、発
表する。
・メンテナンス部門（自在ほうき・
モップ・机ふき）　の技能につい
て知り、実践する。

(知及技）職業生活を支える社会の仕組み等の
利用方法を理解することができる。（高1段階A
イ（ア）㋑）
(思判表力)作業上の安全や衛生及び作業の効
率について考え、改善を図ることができる。（高
1段階Aイ(イ)㋒）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組むことができる。　(高1
段階Aア(ウ))

(知・技）職業生活を支える社会の仕組み等の
利用方法を理解しようとしている。
(思・判・表)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、改善を図ろうとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組もうとしている。

【評価資料】
活動内容の様子、振り返りシートなどで評価す
る。

〇「働くために必要な
　　こと」（11月～12月）
　⑫健康管理
　⑬マナーや身だしなみ
　⑭聞き取りと伝達
　⑮金銭管理
　⑯移動手段
　⑰お礼状の書き方
　⑳作業工程の理解
　　（技能検定）

・実習日誌や評価表を活用しな
がら、事前に学習したそれぞれ
の項目について後期就業体験実
習を振り返り、成果と課題、改善
策について考え、実践を図る。
・お礼状の書き方について学び、
実習先へお礼状を書く。
・メンテナンス部門（自在ほうき・
モップ・机ふき）　の技能につい
て知り、実践する。

(知及技）職業生活を支える社会の仕組み等の
利用方法を理解することができる。（高1段階A
イ（ア）㋑）
(思判表力)作業上の安全や衛生及び作業の効
率について考え、改善を図ることができる。（高
1段階Aイ(イ)㋒）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組むことができる。　(高1
段階Aア(ウ))

(知・技）職業生活を支える社会の仕組み等の
利用方法を理解しようとしている。
(思・判・表)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、改善を図ろうとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組もうとしている。

【評価資料】
活動内容の様子、振り返りシートなどで評価す
る。

〇「社会生活において
　　必要なこと」
　　（1月～2月）
　㉒経済生活
　㉕決まりや制度
　㉖地域との関わり

・給料と生活費の関係、求人票
　や給与明細書の見方について
　知る。
・療育手帳や税金、保険制度に
　ついて知る。
・学校近隣の清掃活動や作品
　提供を行う。

(知及技）勤労の意義を理解することができる。
（高1段階Aア(ア)）
(思判表力）作業や実習における役割を踏まえ
て、自分の成長や課題について考え、表現する
ことができる。(高1段階Aイ（イ）㋐)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組むことができる。　(高1
段階Aア(ウ))

(知・技）勤労の意義を理解しようとしている。
(思･判･表)作業や実習における役割を踏まえ
て、自分の成長や課題について考え、表現しよ
うとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計画性
をもって主体的に取り組もうとしている。

【評価資料】活動内容の様子、振り返りシート
で評価する。

〇年間のまとめ
　　（2月～3月）
①好きなこと、よいとこ
　 ろ
⑥やりたいこと、夢、
　 職業

・ドリームマップやワークシートな
どを活用し、1年間の学習の振り
返りを行いながら、自分の成長
点や今後の課題点を確認し、卒
業後の進路実現に向けて、課題
改善策を考え、記録・発表する。

総時数 70
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(知及技）勤労の意義を理解することができ
る。（高１段階Aア(ア)）
(思判表力)意欲や見通しをもって取り組み、
その成果や自分と他者との役割及び他者と
の協力について考え、表現することができる。
（高１段階Aア(イ)）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ))

(知・技）勤労の意義を理解しようとして
いる。
(思･判･表)意欲や見通しをもって取り組
み、その成果や自分と他者との役割及び
他者との協力について考え、表現しよう
としている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

オリエンテーション（4月）
・授業の目標と活動内容に
ついて
・SDGsについて

・授業の目標や活動内容につ
いて知り、学習の見通しを持
つ。
・雇用のある職種について知
る。
・SDGｓの理念や１７の目標に
ついて知る。

(知及技）職業生活に必要とされる実践的な
知識及び技能を身に付けることができる。(高
１段階Aイ(ア)㋐）
（思判表力）作業や実習における役割を踏ま
えて、自分の成長や課題について考え、表現
することができる。（高1段階Ａイ（イ）㋐）
（学･人）作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ))

(知･技）職業生活に必要とされる実践的
な知識及び技能を身に付けようとしてい
る。
（思･判･表）作業や実習における役割を
踏まえて、自分の成長や課題について考
え、表現しようとしている。
（主学）作業や実習等に達成感を得て、
計画性をもって主体的に取り組もうとし
ている。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

労働者としての基礎的な態
度やマナー（４月～５月）
・職業の心得
・挨拶
・言葉遣い
・身だしなみ
・「報告・連絡・相談」

・職業の心得について学び、知
る。
・挨拶、言葉遣い、身だしなみ、
連絡、報告等労働者としての基
礎的な態度やマナーについて
知る。
・作業室の利用方法について知
る｡

(知及技)使用する道具や機械等の特性や扱
い方を理解し、作業課題に応じて正しく扱う
ことができる。(高１段階Ａイ(ア)㋓)
(思判表力)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、改善を図ることができる。
(高１段階Ａイ(イ)㋒)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性を持って主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)使用する道具や機械等の特性や
扱い方を理解し、作業課題に応じて正し
く扱おうとしている。
(思･判･表)作業上の安全や衛生及び作
業の効率について考え、改善を図ろうと
している。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

道具の特性と扱い方
(５月～７月)
・道具の種類
・使用方法
・効率化
・危険性

・道具の種類や名称について知
る。
・道具の正しく安全な使用方法
について知る。
・道具の効率的な利用方法につ
いて知る。
・道具の特性や危険性について
知る。
・実習内容に適した道具を選
び、安全に配慮しながら使用す
る。

(知及技)職業など卒業後の進路に必要とな
ることについて理解することができる。(高１段
階Ｃア)
(思判表力)産業現場等における実習での自
己の成長について考えたことを表現すること
ができる。(高１段階Ｃイ)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性を持って主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)職業など卒業後の進路に必要と
なることについて理解しようとしている。
(思･判･表)産業現場等における実習で
の自己の成長について考えたことを表現
しようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性を持って主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、実習日誌、
振り返りシートで評価する。

前期校内実習
（5月中旬～6月初旬）
・事前学習
・実践
・校外販売学習
・産業教育実践講座
・事後学習

・挨拶、言葉遣い、身だしなみ、
連絡、報告等労働者としての基
礎的な態度やマナーを確認し、
実践する。
・目標、実習内容、持ち物、日誌
の書き方などについて確認し、
実践する。
・興味･関心に基づいて、産業
教育を活用した体験プロクラム
を体験する。
・実習を振り返り、自己の成長
や課題、改善策について考え、
発表する。

(知及技)材料や育成する生物等の特性や扱
い方及び生産や生育活動等に関わる技術に
ついて理解することができる。(高１段階Ａイ
(ア)㋒)
(思判表力)生産や生育活動等に関わる技術
について考えることができる。(高１段階Ａイ
(イ)㋑)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わる
技術について理解しようとしている。
(思･判･表)生産や生育活動等に関わる
技術について考えようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

クラフト製品の製作
(５月～７月)
・リサイクル和紙
・ポチ袋
・お祝儀袋
・封筒
・卓上カレンダー
・コースター

・素材の種類と特性を知る。
・作業に必要なものの準備方法
について知り、実践する。
・製品づくりの作業手順につい
て知り、実践する。
・クラフト製品の販売を通して、
販売に必要なものや方法、接客
態度等を知り、実践する。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）職業に関する事柄について理解するとともに、将来の職業生活に係る技能を身につけるようにする。（高１段階）
(思判表力)将来の職業生活を見据え、必要な事柄を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価し、表現する力を養
う。（高１段階）
(学･人)よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への参画に向けて、生活を工夫しようとする実践的な態度を養う。（高１段
階）
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(知及技)情報セキュリティ及び情報モラルに
ついて知るとともに、表現、記録、計算、通信
等に係るコンピュータ等の情報機器につい
て、その特性や機能を知り、操作の仕方が分
かり、扱うことができる。(高１段階Ｂア)
(思判表力)情報セキュリティ及び情報モラル
を踏まえ、コンピュータ等の情報機器を扱い、
収集した情報をまとめ、考えたことを発表する
ことができる。(高１段階Ｂイ)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)情報セキュリティ及び情報モラル
について知るとともに、表現、記録、計
算、通信等に係るコンピュータ等の情報
機器について、その特性や機能を知り、
操作の仕方が分かり、扱おうとしている。
(思･判･表)情報セキュリティ及び情報モ
ラルを踏まえ、コンピュータ等の情報機器
を扱い、収集した情報をまとめ、考えたこ
とを発表しようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

POPおよびラベル作成
（９月～１０月）
・クラフト製品のPOP作成
・販売促進チラシの作成

・情報セキュリティ及び情報モラ
ルについて知る。
・情報機器の特性や機能を知
り、操作する。
・ICT機器を活用し、商品ごと
に分かりやすさや見やすさを考
慮しながらPOPや販売促進チ
ラシを作成･発表し活用する。

(知及技)材料や育成する生物等の特性や扱
い方及び生産や生育活動等に関わる技術に
ついて理解することができる。(高１段階Ａイ
(ア)㋒)
(思判表力)職業生活に必要な健康管理や余
暇の過ごし方について考えることができる。
（高１段階Ａイ(イ)㋓）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わる
技術について理解しようとしている。
(思･判･表)職業生活に必要な健康管理
や余暇の過ごし方について考えようとし
ている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

クラフト製品の製作
(９月～12月)
・リサイクル和紙
・ポチ袋
・お祝儀袋
・封筒
・卓上カレンダー
・コースター

・素材の種類と特性を知る。
・作業に必要なものの準備方法
について知り、実践する。
・製品づくりの作業手順につい
て知り、実践する。
・クラフト製品の販売を通して、
販売に必要なものや方法、接客
態度等を知り、実践する。

(知及技）職業など卒業後の進路に必要とな
ることについて理解することができる。（高１段
階Cア）
(思判表力)産業現場等における実習での自
己の成長について考えたことを表現すること
ができる。（高１段階Cイ）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ)）

(知･技）職業など卒業後の進路に必要と
なることについて理解しようとしている。
(思･判･表)産業現場等における実習で
の自己の成長について考えたことを表現
しようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】実習日誌、活動内容の様子、
振り返りシートで評価する。

後期現場実習
(10月中旬～11月上旬)
・事前学習
・実践
・校外販売学習
・事後学習

・前期実習を振り返り、後期の
実習の目標を立てる。。
・挨拶、言葉遣い、身だしなみ、
連絡、報告等労働者としての基
礎的な態度やマナーについて
確認し、実践する。
・目標、実習内容、持ち物、日誌
の書き方などについて確認し、
実践する。
・実習を振り返り、自己の成長
や課題、改善策について考え、
発表する。

(知及技)使用する道具や機械等の特性や扱
い方を理解し、作業課題に応じて正しく扱う
ことができる。(高１段階Ａイ(ア)㋓)
(思判表力)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、改善を図ることができる。
(高１段階Ａイ(イ)㋒)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性を持って主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)使用する道具や機械等の特性や
扱い方を理解し、作業課題に応じて正し
く扱おうとしている。
(思･判･表)作業上の安全や衛生及び作
業の効率について考え、改善を図ろうと
している。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

道具の特性と扱い方
(９月～１２月)
・道具の種類
・使用方法
・効率化
・危険性

・道具の種類や名称について知
る。
・道具の正しく安全な使用方法
について知る。
・道具の効率的な利用方法につ
いて知る。
・道具の特性や危険性について
知る。
・実習内容に適した道具を選
び、安全に配慮しながら使用す
る。

(知及技)職業生活に必要とされる実践的な
知識及び技能を身に付けることができる。（高
１段階Aイ(ア)㋐）
(思判表力)意欲や見通しを持って取り組み、
その成果や自分と他者との役割及び他者と
の協力について考え、表現することができる。
（高１段階Ａア（イ））
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ)）

(知・技）職業生活に必要とされる実践的
な知識及び技能を身に付けようとしてい
る。
(思･判･表))意欲や見通しを持って取り
組み、その成果や自分と他者との役割及
び他者との協力について考え、表現しよ
うとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

地域との関わり
（10月～１２月）
・地域貢献活動
・交流及び共同学習

・交通ルールやゴミの分別のし
かたについて確認し、道具を正
しく安全に扱いながら学校周辺
の美化活動を行う。
・近隣の学校の生徒とコミュニ
ケーション方法を意識しながら
ともに学習を行う。

(知及技)材料や育成する生物等の特性や扱
い方及び生産や生育活動等に関わる技術に
ついて理解することができる。(高１段階Ａイ
(ア)㋒)
(思判表力)生産や生育活動等に関わる技術
について考えることができる。(高１段階Ａイ
(イ)㋑)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わる
技術について理解しようとしている。
(思･判･表)生産や生育活動等に関わる
技術について考えようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

クラフト製品の製作
(１月～３月)
・リサイクル和紙
・ポチ袋
・お祝儀袋
・封筒
・卓上カレンダー
・コースター

・素材の種類と特性を知る。
・作業に必要なものの準備方法
について知り、実践する。
・製品づくりの作業手順につい
て知り、実践する。
・クラフト製品の販売を通して、
販売に必要なものや方法、接客
態度等を知り、実践する。

(知及技）勤労の意義を理解することができ
る。（高１段階Aア(ア)）
(思判表力)意欲や見通しをもって取り組み、
その成果や自分と他者との役割及び他者と
の協力について考え、表現することができる。
（高１段階Aア(イ)）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ))

(知・技）勤労の意義を理解しようとして
いる。
(思･判･表)意欲や見通しをもって取り組
み、その成果や自分と他者との役割及び
他者との協力について考え、表現しよう
としている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

年間のまとめ(3月)
・成果と課題
・課題解決策を考える

・1年間の学習の振り返りを行
いながら、自分の成長点や今
後の課題点を確認し、卒業後
の進路実現に向けて、課題改
善策を考え、記録・発表する。

総時数 210

２
学
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(知及技）勤労の意義を理解することができ
る。（高１段階Aア(ア)）
(思判表力)意欲や見通しをもって取り組み、
その成果や自分と他者との役割及び他者と
の協力について考え、表現することができる。
（高１段階Aア(イ)）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ))

(知・技）勤労の意義を理解しようとして
いる。
(思･判･表)意欲や見通しをもって取り組
み、その成果や自分と他者との役割及び
他者との協力について考え、表現しよう
としている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

オリエンテーション（4月）
・授業の目標と活動内容に
ついて
・SDGsについて

・授業の目標や活動内容につ
いて知り、学習の見通しを持
つ。
・雇用のある職種について知
る。
・SDGｓの理念や１７の目標に
ついて知る。

(知及技）職業生活に必要とされる実践的な
知識及び技能を身に付けることができる。(高
１段階Aイ(ア)㋐）
（思判表力）作業や実習における役割を踏ま
えて、自分の成長や課題について考え、表現
することができる。（高1段階Ａイ（イ）㋐）
（学･人）作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ))

(知･技）職業生活に必要とされる実践的
な知識及び技能を身に付けようとしてい
る。
（思･判･表）作業や実習における役割を
踏まえて、自分の成長や課題について考
え、表現しようとしている。
（主学）作業や実習等に達成感を得て、
計画性をもって主体的に取り組もうとし
ている。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

労働者としての基礎的な態
度やマナー（４月～５月）
・職業の心得
・挨拶
・言葉遣い
・身だしなみ
・「報告・連絡・相談」

・職業の心得について学び、知
る。
・挨拶、言葉遣い、身だしなみ、
連絡、報告等労働者としての基
礎的な態度やマナーについて
知る。
・農業室や温室の使用法につ
いて知る｡

(知及技)使用する道具や機械等の特性や扱
い方を理解し、作業課題に応じて正しく扱う
ことができる。(高１段階Ａイ(ア)㋓)
(思判表力)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、改善を図ることができる。
(高１段階Ａイ(イ)㋒)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性を持って主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)使用する道具や機械等の特性や
扱い方を理解し、作業課題に応じて正し
く扱おうとしている。
(思･判･表)作業上の安全や衛生及び作
業の効率について考え、改善を図ろうと
している。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

農機具の特性と扱い方
(５月～７月)
・農機具の種類
・使用方法
・効率化
・危険性

・農機具の種類や名称について
知る。
・農機具の正しく安全な使用方
法について知る。
・農機具の効率的な利用方法
について知る。
・農機具の特性や危険性につ
いて知る。
・実習内容に適した農機具を選
び、安全に配慮しながら使用す
る。

(知及技)職業など卒業後の進路に必要とな
ることについて理解することができる。(高１段
階Ｃア)
(思判表力)産業現場等における実習での自
己の成長について考えたことを表現すること
ができる。(高１段階Ｃイ)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性を持って主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)職業など卒業後の進路に必要と
なることについて理解しようとしている。
(思･判･表)産業現場等における実習で
の自己の成長について考えたことを表現
しようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性を持って主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、実習日誌、
振り返りシートで評価する。

前期校内実習
（5月中旬～6月初旬）
・事前学習
・実践
・校外販売学習
・産業教育実践講座
・事後学習

・挨拶、言葉遣い、身だしなみ、
連絡、報告等労働者としての基
礎的な態度やマナーを確認し、
実践する。
・目標、実習内容、持ち物、日誌
の書き方などについて確認し、
実践する。
・興味･関心に基づいて、産業
教育を活用した体験プロクラム
を体験する。
・実習を振り返り、自己の成長
や課題、改善策について考え、
発表する。

(知及技)材料や育成する生物等の特性や扱
い方及び生産や生育活動等に関わる技術に
ついて理解することができる。(高１段階Ａイ
(ア)㋒)
(思判表力)生産や生育活動等に関わる技術
について考えることができる。(高１段階Ａイ
(イ)㋑)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わる
技術について理解しようとしている。
(思･判･表)生産や生育活動等に関わる
技術について考えようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

季節の野菜・草花の栽培
(５月～７月)
・野菜(ナス、ピーマン、ゴー
ヤー 等)
・草花(トレニア、ヒマワリ、ペ
チュニア 等)
・観葉植物

・植物の種類と栽培方法を知
る。
・播種、鉢上げ、定植、収穫等の
手順について知り、実践する。
・肥料の種類や効果について知
る。
・施肥の時期や方法を知り、実
践する。
・生産物の販売を通して、販売
に必要なものや方法、接客態度
を知り、実践する。

6/210 高等部１年Ⅱ課程(普通コース) 大城　健哉

令和6年度 高等部１年（Ⅱ課程 普通コース） 職業科(農業班) 年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）職業に関する事柄について理解するとともに、将来の職業生活に係る技能を身につけるようにする。（高１段階）
(思判表力)将来の職業生活を見据え、必要な事柄を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価し、表現する力を養
う。（高１段階）
(学･人)よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への参画に向けて、生活を工夫しようとする実践的な態度を養う。（高１段
階）

1
学
期

72



(知及技)情報セキュリティ及び情報モラルに
ついて知るとともに、表現、記録、計算、通信
等に係るコンピュータ等の情報機器につい
て、その特性や機能を知り、操作の仕方が分
かり、扱うことができる。(高１段階Ｂア)
(思判表力)情報セキュリティ及び情報モラル
を踏まえ、コンピュータ等の情報機器を扱い、
収集した情報をまとめ、考えたことを発表する
ことができる。(高１段階Ｂイ)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)情報セキュリティ及び情報モラル
について知るとともに、表現、記録、計
算、通信等に係るコンピュータ等の情報
機器について、その特性や機能を知り、
操作の仕方が分かり、扱おうとしている。
(思･判･表)情報セキュリティ及び情報モ
ラルを踏まえ、コンピュータ等の情報機器
を扱い、収集した情報をまとめ、考えたこ
とを発表しようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

POPおよびラベル作成
（９月～１０月）
・栽培品目のPOP作成
・商品ラベルの作成
・販売促進チラシの作成

・情報セキュリティ及び情報モラ
ルについて知る。
・情報機器の特性や機能を知
り、操作する。
・ICT機器を活用し、商品ごと
に分かりやすさや見やすさを考
慮しながらPOPや商品ラベル、
販売促進チラシを作成･発表し
活用する。

(知及技)材料や育成する生物等の特性や扱
い方及び生産や生育活動等に関わる技術に
ついて理解することができる。(高１段階Ａイ
(ア)㋒)
(思判表力)職業生活に必要な健康管理や余
暇の過ごし方について考えることができる。
（高１段階Ａイ(イ)㋓）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わる
技術について理解しようとしている。
(思･判･表)職業生活に必要な健康管理
や余暇の過ごし方について考えようとし
ている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

季節の野菜・草花の栽培
(９月～12月)
・野菜(キャベツ、ダイコン、ト
マト 等)
・草花(ベゴニア、ペチュニ
ア、ラベンダー 等)
・観葉植物

・植物の種類や栽培方法、肥料
の種類や効果について知る。
・播種、鉢上げ、定植、収穫等の
手順について知り、実践する。
・施肥の時期や方法を知り、実
践する。
・基本的な健康管理のしかたや
余暇の有意義な過ごし方につ
いて知る。
・生産物の販売を通して、販売
に必要なものや方法、接客態度
を知り、実践する。

(知及技）職業など卒業後の進路に必要とな
ることについて理解することができる。（高１段
階Cア）
(思判表力)産業現場等における実習での自
己の成長について考えたことを表現すること
ができる。（高１段階Cイ）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ)）

(知･技）職業など卒業後の進路に必要と
なることについて理解しようとしている。
(思･判･表)産業現場等における実習で
の自己の成長について考えたことを表現
しようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】実習日誌、活動内容の様子、
振り返りシートで評価する。

「後期現場実習」
(10月中旬～11月上旬)
・事前学習
・実践
・校外販売学習
・事後学習

・前期実習を振り返り、後期の
実習の目標を立てる。。
・挨拶、言葉遣い、身だしなみ、
連絡、報告等労働者としての基
礎的な態度やマナーについて
確認し、実践する。
・目標、実習内容、持ち物、日誌
の書き方などについて確認し、
実践する。
・実習を振り返り、自己の成長
や課題、改善策について考え、
発表する。

(知及技)使用する道具や機械等の特性や扱
い方を理解し、作業課題に応じて正しく扱う
ことができる。(高１段階Ａイ(ア)㋓)
(思判表力)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、改善を図ることができる。
(高１段階Ａイ(イ)㋒)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性を持って主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)使用する道具や機械等の特性や
扱い方を理解し、作業課題に応じて正し
く扱おうとしている。
(思･判･表)作業上の安全や衛生及び作
業の効率について考え、改善を図ろうと
している。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

食品製造加工器具の特性と
扱い方
(１１月～１２月)
・食品製造加工器具の種類
・使用方法
・効率化
・危険性
・食品衛生管理
・製造加工方法

・食品製造加工器具の種類や
名称について知る。
・食品製造加工器具の正しく安
全な使用方法について知る。
・食品製造加工器具の効率的
な利用方法について知る。
・食品製造加工器具の特性や
危険性について知る。
・食品衛生管理や製造加工方
法について知る。
・実習内容に適した食品製造加
工器具を選び、安全に配慮しな
がら使用する。

(知及技)職業生活に必要とされる実践的な
知識及び技能を身に付けることができる。（高
１段階Aイ(ア)㋐）
(思判表力)意欲や見通しを持って取り組み、
その成果や自分と他者との役割及び他者と
の協力について考え、表現することができる。
（高１段階Ａア（イ））
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ)）

(知・技）職業生活に必要とされる実践的
な知識及び技能を身に付けようとしてい
る。
(思･判･表))意欲や見通しを持って取り
組み、その成果や自分と他者との役割及
び他者との協力について考え、表現しよ
うとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

地域との関わり
（10月～１２月）
・地域貢献活動
・交流及び共同学習

・交通ルールやゴミの分別のし
かたについて確認し、道具を正
しく安全に扱いながら学校周辺
の美化活動を行う。
・近隣の学校の授業に参加した
り、他校の生徒を招いたりし、コ
ミュニケーション方法を意識し
ながらともに学習を行う。

(知及技)材料や育成する生物等の特性や扱
い方及び生産や生育活動等に関わる技術に
ついて理解することができる。(高１段階Ａイ
(ア)㋒)
(思判表力)生産や生育活動等に関わる技術
について考えることができる。(高１段階Ａイ
(イ)㋑)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わる
技術について理解しようとしている。
(思･判･表)生産や生育活動等に関わる
技術について考えようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

季節の野菜・草花の栽培
(１月～３月)
・野菜(キャベツ、ダイコン、ト
マト 等)
・草花(ベゴニア、ペチュニ
ア、ラベンダー 等)
・観葉植物

・植物の種類と栽培方法を知
る。
・播種、鉢上げ、定植、収穫等の
手順について知り、実践する。
・肥料の種類や効果について学
ぶ。
・収穫の時期や目安を知り、実
践する。
・生産物の販売を通して、販売
に必要なものや方法、接客態度
を知り、実践する。

(知及技）勤労の意義を理解することができ
る。（高１段階Aア(ア)）
(思判表力)意欲や見通しをもって取り組み、
その成果や自分と他者との役割及び他者と
の協力について考え、表現することができる。
（高１段階Aア(イ)）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ))

(知・技）勤労の意義を理解しようとして
いる。
(思･判･表)意欲や見通しをもって取り組
み、その成果や自分と他者との役割及び
他者との協力について考え、表現しよう
としている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

年間のまとめ(3月)
・成果と課題
・課題解決策を考える

・1年間の学習の振り返りを行
いながら、自分の成長点や今
後の課題点を確認し、卒業後
の進路実現に向けて、課題改
善策を考え、記録・発表する。

総時数 210

２
学
期
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３
学
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学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）勤労の意義を理解することができ
る。（高１段階Aア(ア)）
(思判表力)意欲や見通しをもって取り組み、
その成果や自分と他者との役割及び他者と
の協力について考え、表現することができる。
（高１段階Aア(イ)）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ))

(知・技）勤労の意義を理解しようとして
いる。
(思･判･表)意欲や見通しをもって取り組
み、その成果や自分と他者との役割及び
他者との協力について考え、表現しよう
としている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

オリエンテーション（4月）
・授業の目標と活動内容に
ついて
・SDGsについて

・授業の目標や活動内容につ
いて知り、学習の見通しを持
つ。
・雇用のある職種について知
る。
・SDGｓの理念や１７の目標に
ついて知る。

(知及技）職業生活に必要とされる実践的な
知識及び技能を身に付けることができる。(高
１段階Aイ(ア)㋐）
（思判表力）作業や実習における役割を踏ま
えて、自分の成長や課題について考え、表現
することができる。（高1段階Ａイ（イ）㋐）
（学･人）作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ))

(知･技）職業生活に必要とされる実践的
な知識及び技能を身に付けようとしてい
る。
（思･判･表）作業や実習における役割を
踏まえて、自分の成長や課題について考
え、表現しようとしている。
（主学）作業や実習等に達成感を得て、
計画性をもって主体的に取り組もうとし
ている。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

労働者としての基礎的な態
度やマナー（４月～５月）
・職業の心得
・挨拶
・言葉遣い
・身だしなみ
・「報告・連絡・相談」

・職業の心得について学び、知
る。
・挨拶、言葉遣い、身だしなみ、
連絡、報告等労働者としての基
礎的な態度やマナーについて
知る。
・木工室の利用方法について知
る｡

(知及技)使用する道具や機械等の特性や扱
い方を理解し、作業課題に応じて正しく扱う
ことができる。(高１段階Ａイ(ア)㋓)
(思判表力)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、改善を図ることができる。
(高１段階Ａイ(イ)㋒)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性を持って主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)使用する道具や機械等の特性や
扱い方を理解し、作業課題に応じて正し
く扱おうとしている。
(思･判･表)作業上の安全や衛生及び作
業の効率について考え、改善を図ろうと
している。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

工具や工作機械等の特性と
扱い方(５月～７月)
・工具の種類
・使用方法
・効率化
・危険性

・工具や工作機械等の種類や
名称について知る。
・工具や工作機械等の正しく安
全な使用方法について知る。
・工具や工作機械等の効率的
な利用方法について知る。
・工具や工作機械等の特性や
危険性について知る。
・実習内容に適した工具や工作
機械等を選び、安全に配慮しな
がら使用する。

(知及技)職業など卒業後の進路に必要とな
ることについて理解することができる。(高１段
階Ｃア)
(思判表力)産業現場等における実習での自
己の成長について考えたことを表現すること
ができる。(高１段階Ｃイ)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性を持って主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)職業など卒業後の進路に必要と
なることについて理解しようとしている。
(思･判･表)産業現場等における実習で
の自己の成長について考えたことを表現
しようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性を持って主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、実習日誌、
振り返りシートで評価する。

前期校内実習
（5月中旬～6月初旬）
・事前学習
・実践
・校外販売学習
・産業教育実践講座
・事後学習

・挨拶、言葉遣い、身だしなみ、
連絡、報告等労働者としての基
礎的な態度やマナーを確認し、
実践する。
・目標、実習内容、持ち物、日誌
の書き方などについて確認し、
実践する。
・興味･関心に基づいて、産業
教育を活用した体験プロクラム
を体験する。
・実習を振り返り、自己の成長
や課題、改善策について考え、
発表する。

(知及技)材料や育成する生物等の特性や扱
い方及び生産や生育活動等に関わる技術に
ついて理解することができる。(高１段階Ａイ
(ア)㋒)
(思判表力)生産や生育活動等に関わる技術
について考えることができる。(高１段階Ａイ
(イ)㋑)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わる
技術について理解しようとしている。
(思･判･表)生産や生育活動等に関わる
技術について考えようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

木工品製作
(５月～７月)
・ボックス（小）、ベンチ等

・木材の種類と特性を知る。
・のこぎり引きやヤスリ磨き、ボ
ンド付け、ネジ締め、ニス塗り等
の作業手順について知り、実践
する。
・木工製品の販売を通して、販
売に必要なものや方法、接客態
度等を知り、実践する。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）職業に関する事柄について理解するとともに、将来の職業生活に係る技能を身につけるようにする。（高１段階）
(思判表力)将来の職業生活を見据え、必要な事柄を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価し、表現する力を養
う。（高１段階）
(学･人)よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への参画に向けて、生活を工夫しようとする実践的な態度を養う。（高１段
階）

1
学
期

72

6/210 高等部１年Ⅱ課程(普通コース) 宮里　優作

令和6年度 高等部１年（Ⅱ課程 普通コース） 職業科(木工班) 年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者



(知及技)情報セキュリティ及び情報モラルに
ついて知るとともに、表現、記録、計算、通信
等に係るコンピュータ等の情報機器につい
て、その特性や機能を知り、操作の仕方が分
かり、扱うことができる。(高１段階Ｂア)
(思判表力)情報セキュリティ及び情報モラル
を踏まえ、コンピュータ等の情報機器を扱い、
収集した情報をまとめ、考えたことを発表する
ことができる。(高１段階Ｂイ)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)情報セキュリティ及び情報モラル
について知るとともに、表現、記録、計
算、通信等に係るコンピュータ等の情報
機器について、その特性や機能を知り、
操作の仕方が分かり、扱おうとしている。
(思･判･表)情報セキュリティ及び情報モ
ラルを踏まえ、コンピュータ等の情報機器
を扱い、収集した情報をまとめ、考えたこ
とを発表しようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

POPおよびラベル作成
（９月～１０月）
・木工製品のPOP作成
・販売促進チラシの作成

・情報セキュリティ及び情報モラ
ルについて知る。
・情報機器の特性や機能を知
り、操作する。
・ICT機器を活用し、商品ごと
に分かりやすさや見やすさを考
慮しながらPOPや販売促進チ
ラシを作成･発表し活用する。

(知及技)材料や育成する生物等の特性や扱
い方及び生産や生育活動等に関わる技術に
ついて理解することができる。(高１段階Ａイ
(ア)㋒)
(思判表力)職業生活に必要な健康管理や余
暇の過ごし方について考えることができる。
（高１段階Ａイ(イ)㋓）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わる
技術について理解しようとしている。
(思･判･表)職業生活に必要な健康管理
や余暇の過ごし方について考えようとし
ている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

木工品製作(９月～12月)
・ボックス（大）、ベンチ、ミニ
イス、ティッシュケース等

・木材の種類と特性を知る。
・のこぎり引きやヤスリ磨き、ボ
ンド付け、ネジ締め、ニス塗り等
の作業手順について知り、実践
する。
・木工製品の販売を通して、販
売に必要なものや方法、接客態
度等を知り、実践する。

(知及技）職業など卒業後の進路に必要とな
ることについて理解することができる。（高１段
階Cア）
(思判表力)産業現場等における実習での自
己の成長について考えたことを表現すること
ができる。（高１段階Cイ）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ)）

(知･技）職業など卒業後の進路に必要と
なることについて理解しようとしている。
(思･判･表)産業現場等における実習で
の自己の成長について考えたことを表現
しようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】実習日誌、活動内容の様子、
振り返りシートで評価する。

後期現場実習
(10月中旬～11月上旬)
・事前学習
・実践
・校外販売学習
・事後学習

・前期実習を振り返り、後期の
実習の目標を立てる。。
・挨拶、言葉遣い、身だしなみ、
連絡、報告等労働者としての基
礎的な態度やマナーについて
確認し、実践する。
・目標、実習内容、持ち物、日誌
の書き方などについて確認し、
実践する。
・実習を振り返り、自己の成長
や課題、改善策について考え、
発表する。

(知及技)使用する道具や機械等の特性や扱
い方を理解し、作業課題に応じて正しく扱う
ことができる。(高１段階Ａイ(ア)㋓)
(思判表力)作業上の安全や衛生及び作業の
効率について考え、改善を図ることができる。
(高１段階Ａイ(イ)㋒)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性を持って主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)使用する道具や機械等の特性や
扱い方を理解し、作業課題に応じて正し
く扱おうとしている。
(思･判･表)作業上の安全や衛生及び作
業の効率について考え、改善を図ろうと
している。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

工具や工作機械等の特性と
扱い方(９月～１２月)
・工具の種類
・使用方法
・効率化
・危険性

・工具や工作機械等の種類や
名称について知る。
・工具や工作機械等の正しく安
全な使用方法について知る。
・工具や工作機械等の効率的
な利用方法について知る。
・工具や工作機械等の特性や
危険性について知る。
・実習内容に適した工具や工作
機械等を選び、安全に配慮しな
がら使用する。

(知及技)職業生活に必要とされる実践的な
知識及び技能を身に付けることができる。（高
１段階Aイ(ア)㋐）
(思判表力)意欲や見通しを持って取り組み、
その成果や自分と他者との役割及び他者と
の協力について考え、表現することができる。
（高１段階Ａア（イ））
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ)）

(知・技）職業生活に必要とされる実践的
な知識及び技能を身に付けようとしてい
る。
(思･判･表))意欲や見通しを持って取り
組み、その成果や自分と他者との役割及
び他者との協力について考え、表現しよ
うとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

地域との関わり
（10月～１２月）
・地域貢献活動
・交流及び共同学習
　（はなさき支援学校、未来
工科高等学校）

・交通ルールやゴミの分別のし
かたについて確認し、道具を正
しく安全に扱いながら学校周辺
の美化活動を行う。
・ICT機器を活用して、交流及
び共同学習（共同作品製作等）
を行う。

(知及技)材料や育成する生物等の特性や扱
い方及び生産や生育活動等に関わる技術に
ついて理解することができる。(高１段階Ａイ
(ア)㋒)
(思判表力)生産や生育活動等に関わる技術
について考えることができる。(高１段階Ａイ
(イ)㋑)
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
(高１段階Ａア(ウ))

(知・技)材料や育成する生物等の特性や
扱い方及び生産や生育活動等に関わる
技術について理解しようとしている。
(思･判･表)生産や生育活動等に関わる
技術について考えようとしている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

木工製品の自主製作課題
(１月～３月)
・希望する木工製品の製作

・製作期間や自分の作業ペー
スを考慮しながら、製作したい
木工製品を自分で選ぶ。
・製作に必要な工具や工作機
械等を考え、正しく安全な扱い
方を確認しながら製作する。

(知及技）勤労の意義を理解することができ
る。（高１段階Aア(ア)）
(思判表力)意欲や見通しをもって取り組み、
その成果や自分と他者との役割及び他者と
の協力について考え、表現することができる。
（高１段階Aア(イ)）
(学･人)作業や実習等に達成感を得て、計画
性をもって主体的に取り組むことができる。
（高１段階Aア(ウ))

(知・技）勤労の意義を理解しようとして
いる。
(思･判･表)意欲や見通しをもって取り組
み、その成果や自分と他者との役割及び
他者との協力について考え、表現しよう
としている。
(主学)作業や実習等に達成感を得て、計
画性をもって主体的に取り組もうとして
いる。

【評価資料】活動内容の様子、振り返り
シートで評価する。

年間のまとめ(3月)
・成果と課題
・課題解決策を考える

・1年間の学習の振り返りを行
いながら、自分の成長点や今
後の課題点を確認し、卒業後
の進路実現に向けて、課題改
善策を考え、記録・発表する。

総時数 210

２
学
期

84

３
学
期

54



高等部　1年（Ⅱ課程　普通コース）　家庭科　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）自分の成長と家族や家庭生活との
関わりがわかり、家庭生活が家族の協力に
よって営まれていることに気付くことができ
る。（高1段階Aア（ア）)
(思判表力)家族とのよりよい関わり方につい
て考え、表現することができる。（高１段階Aア
（イ））
(学･人)家庭生活で自分ができることに取り
組む意欲をもつことができる。（高1段階ウ）

(知･技）自分の成長と家族や家庭生活との関
わりがわかり、家庭生活が家族の協力によっ
て営まれていることに気付こうとしている。
(思･判･表)家族とのよりよい関わり方につい
て考え、表現しようとしている。
(主学)家庭生活で自分ができることに取り組
む意欲を持とうとしている。
【評価資料】
活動の様子と発表、振り返りシートで評価す
る。

【わたしの家庭生活】（４月）
１これまでの家庭生活
(1)あなたの家庭生活
(2)あなたの家庭での役割
２これからの家庭生活
(1)自分自身について考えてみ
よう
(2)自立した生活を目指して

・家庭や家族の基本的な機能について考え
る。
・家庭や家族の大切さについて考える。
・自分の成長を考える。
・自分と家族との生活を振り返り、高校生と
しての自立について考える。

(知及技)家庭生活において、地域の人々との
協力が大切であることに気付くことができる。
(高１段階Aイ(ア))
(思判表力)家族と地域の人々とのよりこい関
わり方について考え、表現することができる。
(高１段階Aイ(イ))
(学･人)家庭生活で自分ができることに取り
組む意欲をもつことができる。（高1段階ウ）

(知･技)家庭生活において、地域の人々との
協力が大切であることに気付くこうとしてい
る。
(思･判･表)家族と地域の人々とのよりこい関
わり方について考え、表現しようとしている。
(主学)家庭生活で自分ができることに取り組
む意欲をもとうとしている。
【評価資料】
活動の様子と発表、振り返りシートで評価す
る。

【共に支え合う生活】(５月)
１くらしやすい地域づくり

･くらしやすい地域づくりについて考える。
･地域の行事を調べる。

(知及技)健康管理や余暇の有効な過ごし方
について理解し、実践することができる。(高１
段階Aウ(ア))
(思判表力)健康管理や余暇の有効な過ごし
方について考え、表現することができる。(高１
段階Aウ(イ))
(学･人)家庭生活で自分ができることに取り
組む意欲をもつことができる。（高1段階ウ）

(知及技)健康管理や余暇の有効な過ごし方
について理解し、実践しようとしている。
(思判表力)健康管理や余暇の有効な過ごし
方について考え、表現しようとしている。
(学･人)家庭生活で自分ができることに取り
組む意欲をもとうとしている。（高1段階ウ）
【評価資料】
活動の様子と発表、振り返りシートで評価す
る。

【余暇の過ごし方】(５月)
１余暇を楽しく過ごす

･休日のスケージュールを書き、充実した休
日を過ごせるよう考える。
･健康管理方法について知る。

（知及技）生活の中で食事が果たす役割につ
いて理解することができる。（高１段階Bア
（ア））
（思判表力）健康に良い食習慣について考え、
工夫することができる。（高１段階Bア（イ））
(学･人)食生活の中で食事が果たす役割につ
いて関心を持つことができる。（高1段階ウ）

(知･技）生活の中で食事が果たす役割につい
て理解しようとしている。
(思･判･表)健康に良い食習慣について考え、
工夫しようとしている。
(主学)食事が果たす役割について関心を持
ち、工夫しようとする意欲を持とうとしている。
【評価資料】
活動の様子と発表、振り返りシートで評価す
る。

【食事と健康】（6月）
1 元気な体を作る食事
（1)食事の役割

・食事の役割について考える。
・食事のとり方と健康が深く関わっているこ
とを理解し、健康に良い食習慣について考
える。（朝食の役割）
・栄養素の種類と働きについて知る。
・高校生に必要な栄養素の特徴について知
る。

（知及技）日常生活と関連付け、用途に応じた
食品の選択、食品や調理器具等の安全と衛
生に留意した管理、材料に適した加熱調理の
仕方について知り、基礎的な日常食の調理が
できる。（高１段階Bイ（ア））
（思判表力）基礎的な日常食の調理につい
て、食品の選択や調理の仕方、調理計画を考
え、表現することができる。（高１段階Bイ（イ））
（学・人）日常食の調理の仕方や手順について
知り、進んで学習に取り組むことができる。
（高1段階ウ）

(知･技）日常生活と関連付け、用途に応じた
食品の選択、食品や調理器具等の安全と衛生
に留意した管理、材料に適した加熱調理の仕
方について知り、基礎的な日常食の調理をし
ようとしてる。
(思･判･表)基礎的な日常食の調理について、
食品の選択や調理の仕方、調理計画を考え、
表現しようとしている。
(主学)日常の食生活に興味を持ち、料理や食
材を知ろうとする態度で学習に取り組もうとし
ている。
【評価資料】
活動の様子と発表、振り返りシートで評価す
る。

【食事と健康】（7月）
２ 調理をはじめる前に
(1)調理の流れ
(2)調理器具の使い方
(3)基礎的な調理の仕方
(4)後片付けの仕方

３ 調理をしよう

「調理実習室の使い方」
・身支度の仕方を確認する。
・衛生の留意点を確認する。
・調理器具の取り扱い方と安全面に留意す
る。
「調理をしよう」（卵料理）
・材料の調理上の性質を理解して調理でき
る。
・調理に必要な手順や時間を考え、調理工
程をipadで撮影し、振り返りを行う。

（知及技）衣服と社会生活との関わりが分か
り、目的に応じた着用、個性を生かす着用及
び衣服の適切な選択について理解できる。
（高１段階Bウ（ア））
（思判表力）衣服の選択について考え、工夫
することができる。（高1段階Bウ（イ））
（学・人）実生活を通じて、よりよい衣生活の
実現に向けて工夫し、実践できる。（高1段階
ウ）

(知･技)衣服と社会生活との関わりが分かり、
目的に応じた着用、個性を生かす着用及び衣
服の適切な選択について理解しようとしてい
る。
(思･判･表)衣服の選択について考え、工夫し
ようとしている。
(主学)実生活を通じて、よりよい衣生活の実
現に向けて工夫し、実践しようとしている。
【評価資料】
活動の様子と発表、振り返りシートで評価す
る。

【被服】（9～10月）
1季節や場面に合わせた服装
(1)季節の変化に応じた服装
(2)TPOに合わせた服装

・衣服には社会生活上の働きがあることを
知り、目的に応じた着用や個性を生かす着
用について考える。
・おしゃれと身だしなみの違いについて考え
る。
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令和６年度

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）家族・家庭の機能について理解し、生活の自立に必要な家族・家庭・衣食住、消費や環境等についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係
る技能を身に付けるようにする。（高１段階）
(思判表力)家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評価・改善し、考えたことを表現するなど、課題を解
決する力を養う。（高１段階）
(学･人) 家族や地域の人々との関わりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し考えようとする実践的な態度を養う。（高１段階）

1
学
期

12

14
２
学
期



（知及技）目的に応じた縫い方及び用具の安全
な取扱いについて理解し、適切にできる。（高1
段階Bエ（ア））
（思判表力）目的に応じた縫い方について考
え、工夫することができる。（高1段階Bエ(イ）)
（学・人）布を用いた製作の完成に向けて工夫
し、実践できる。（高1段階ウ）

(知･技）目的に応じた縫い方及び用具の安全
な取扱いについて理解し、適切に行おうとして
いる
(思･判･表)目的に応じた縫い方について考
え、工夫しようとしている。
(主学)布を用いた製作の完成に向けて工夫
し、実践しようとしている。
【評価資料】
活動の様子と発表、製作物、振り返りシートで
評価する。

【被服】（11～12月）
５ 衣服の補習

・基礎縫い（玉結び・玉止め・なみ縫い）の技
術を活用し、小物を製作する。
・教材動画を見ながら、作業を行う。

（知及技）日常生活と関連付け、用途に応じた
食品の選択、食品や調理器具等の安全と衛
生に留意した管理、材料に適した加熱調理の
仕方について知り、基礎的な日常食の調理が
できる。（高１段階Bイ（ア））
（思判表力）基礎的な日常食の調理につい
て、食品の選択や調理の仕方、調理計画を考
え、表現することができる。（高１段階Bイ（イ））
（学・人）日常食の調理の仕方や手順について
知り、進んで学習に取り組むことができる。
（高1段階ウ）

(知･技）日常生活と関連付け、用途に応じた
食品の選択、食品や調理器具等の安全と衛生
に留意した管理、材料に適した加熱調理の仕
方について知り、基礎的な日常食の調理をし
ようとしてる。
(思･判･表)基礎的な日常食の調理について、
食品の選択や調理の仕方、調理計画を考え、
表現しようとしている。
(主学)日常の食生活に興味を持ち、料理や食
材を知ろうとする態度で学習に取り組もうとし
ている。
【評価資料】
活動の様子と発表、振り返りシートで評価す
る。

調理をしよう(11～12月) ･日常食の調理をしょう。

（知及技）購入方法や支払方法の特徴が分か
り、計画的な金銭管理の必要性に気付くこと
ができる。（高１段階Cア（ア））
（思判表力）物資・サービスの選択に必要な情
報の収集・整理ができる。（高１段階Cア（イ））
(学･人)実生活を振り返り、よりよい消費生活
の実現に向けて、自己の課題に気づくことが
できる。（高1段階ウ）

(知･技)購入方法や支払方法の特徴が分か
り、計画的な金銭管理の必要性に気付こうと
している。
(思･判･表)物資・サービスの選択に必要な情
報の収集・整理をしようとしている。
(主学)実生活を振り返り、よりよい消費生活
の実現に向けて、自己の課題に気づこうとして
いる。
【評価資料】
活動の様子と発表、振り返りシートで評価す
る。

【ライフスタイルと環境】（1
月）
２計画的な消費生活
(1)商品を選ぶ
(2)購入方法を知る

・店舗販売・無店舗販売・通信販売等の利
点と注意点を理解する。
・商品を購入する際の注意点について考
え、実際に物資・サービスの情報収集を行
う。

（知及技）日常生活と関連付け、用途に応じた
食品の選択、食品や調理器具等の安全と衛
生に留意した管理、材料に適した加熱調理の
仕方について知り、基礎的な日常食の調理が
できる。（高１段階Bイ（ア））
（思判表力）基礎的な日常食の調理につい
て、食品の選択や調理の仕方、調理計画を考
え、表現することができる。（高１段階Bイ（イ））
（学・人）日常食の調理の仕方や手順について
知り、進んで学習に取り組むことができる。
（高1段階ウ）

(知･技）日常生活と関連付け、用途に応じた
食品の選択、食品や調理器具等の安全と衛生
に留意した管理、材料に適した加熱調理の仕
方について知り、基礎的な日常食の調理をし
ようとしてる。
(思･判･表)基礎的な日常食の調理について、
食品の選択や調理の仕方、調理計画を考え、
表現しようとしている。
(主学)日常の食生活に興味を持ち、料理や食
材を知ろうとする態度で学習に取り組もうとし
ている。
【評価資料】
活動の様子と発表、振り返りシートで評価す
る。

調理をしよう(1～3月) ･日常食の調理をしょう。

総時数 35

14
２
学
期

３
学
期
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高等部1年（　Ⅱ課程 普通コース ）　外国語　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）英語の音声及び簡単な語句や表
現などについて、日本語との違いに気付くこ
とができる。（高1段階ア（ア））
(思判表力)簡単な事柄について、伝えよう
とした内容を整理した上で、簡単な語句な
どを用いて自分の考えや気持ちなどを伝え
合うことができる。（高1段階イ(ア)）
(学･人)アルファベットや身の周りにある英
語に関心を持ち、主体的に意味を理解する
ことができる。（高1段階ウ）

(知・技）英語の音声及び簡単な語句や表現
などについて、日本語との違いを意識しよう
としている。

(思･判･表)簡単な事柄について、伝えよう
とした内容を整理した上で、簡単な語句な
どを用いて自分の考えや気持ちを伝えよう
としている。

(主学)アルファベットや身の周りにある英語
に関心を持ち、主体的に意味を理解しよう
としている。

【評価資料】活動の様子、学習プリント

〇英語の基礎・基本（４月・５
月）
・アルファベットの確認、自己紹
介、挨拶
・主語について
・動詞について

・大文字、小文字を書く練
習。
・日付や天気、身近な話題を
テーマに会話練習をする。
・自分の趣味、好きな事を説
明する。
・朝・昼・夜それぞれに応じ
た挨拶を理解する。
・主語（私やあなた）を英語
で理解する。
・身近な動詞に触れる。

（知及技）英語の音声を聞いて話したり、文
字を見て読んだり書いたりして日本語の音
声や文字などとの違いに気付くことができ
る。（高１段階ア(ア）㋐）
（思判表力）挨拶を交わしたり、簡単な指示
で依頼をして、それらに応じたり答えたりす
ることができる。（高1段階ウ(ウ)ア）
(学･人)挨拶を交えた簡単な会話を練習す
ることができる。(高1段階ウ)

（知・技）英語の音声を聞いたり話したり、文
字を見て読んだり書いたりして日本語の音
声や文字などとの違いに気付こうとしてい
る。
（思・判・表）挨拶を交わしたり、簡単な指示
で依頼をして、それらに応じたり答えたりし
ようとしている。
（主学）挨拶を交えた簡単な会話を主体的
に練習している。

【評価資料】活動の様子、学習プリント、
ALTとのやり取り

〇Unit1　Grade 学年（６・７
月）
・英語の数字
・I＋be動詞＋感情
・主語＋動詞＋述語
・疑問詞（WhatやWhere）の
疑問文
・英語を使ったやり取りとス
ピーチ

〇Summer Vacation　夏
休み

・WhatやWhereを用いた
疑問文に対してジェスチャー
+F2などを通してやり取り
やスピーチを行う。
・・OneやFirstの英語の違
いに触れる

・夏休みについてALTとやり
取りができる

（知及技）英語の音声や文字も、事物の内
容を表したり、要件を伝えたりするなどの働
きがあることに気付くことができる。(高1段
階ア（ア）㋑)
(思判表力)日時を表す表現など、身近で簡
単な事柄について、表示などを参考にしな
がら具体的な情報を聞き取ることができる。
(高1段階イ（イ）㋑)
(学・人)身近な事柄に関して簡単な会話を
主体的に練習することができる。(高1段階
ウ)

（知・技）英語の音声や文字も、事物の内容
を表したり、要件を伝えたりするなどの働き
があることに気付こうとしている。
(思・判・表)日時を表す表現など、身近で簡
単な事柄について、表示などを参考にしな
がら具体的な情報を聞き取ろうとしている。
(主学)身近な事柄に関して簡単な会話を主
体的に練習している。

【評価資料】活動の様子、学習プリント（欲し
い物リストなど）、ALTとのやり取り

〇Unit2　Going to
School　通学　(９・１０月）
・前置詞（by)
・乗り物
・疑問詞（How）の疑問文
・英語を使ったやり取りとス
ピーチ

〇Holloween　ハロウィン

・登校の手段に関して、前置
詞（主にby)を用いて表現す
ることができる。
・Unit１を踏まえて疑問詞
Howを用いた疑問文に対し
てジェスチャーなどでやり取
りやスピーチを行う。

・外国文化・ハロウィンにつ
いてALTとやり取りができ
る

(知及技)英語の音声及び簡単な語句や基
本的な表現について、日本語との違いに気
付くことができる。（高1段階ア（ア））
(思判表力)簡単な事柄について、語句や基
本的な表現を聞き、それらを表すイラストや
写真等とを結びつけることができる。(高1
段階ウ①（ア）ア)
(学・人)英語の音声及び簡単な語句や基本
的な表現について、日本語との違いに気付
くことができ、主体的に表現の幅を拡げるこ
とができる。(高1段階ウ)

(知・技)英語の音声及び簡単な語句や基本
的な表現について、日本語との違いに気付
こうとしている。
(思・判・表)簡単な事柄について、語句や基
本的な表現を聞き、それらを表すイラストや
写真等とを結びつけようとしている。
（主学）英語の音声及び簡単な語句や基本
的な表現について、日本語との違いに気付
くことができ、主体的に表現の幅を拡げよう
としている。

【評価資料】活動の様子、学習プリント、
ALTとのやり取り

〇Unit3　Birthday　誕生
日（１１月）
・月・曜日・年
・疑問詞（When）の疑問文
・英語を使ったやり取りとス
ピーチ

〇Christmas　クリスマス
〇Winter Vacation　冬休
み
（１２月）

・Whenを用いてジェス
チャーなどで相手に質問した
り、やり取りをすることがで
きる。
・実際のカレンダーを使って
月・曜日や日付が分かる。

〇外国の異文化理解・クリ
スマスについてALTとやり
取りをすることができる

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）音声や文字、語彙、表現などについて日本語と外国語との違いに気付くとともに、読むこと、書くことに慣れ
親しみ、聞くこと、話すことを中心とした実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な力を身に付けるように
する。（高1段階）
(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話したりす
るとともに、音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙などを真似ながら読んだり、外国語の文字をなぞって書いたりし
て、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。（高１段階）
(学･人)外国語の背景にある文化について理解し、相手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを
図ろうとする態度を養う。（高１段階）

1
学
期

12

２
学
期

14
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(知及技)簡単な語句や基本的な表現など
が表す内容を知り、それらを使うことで要件
が相手に伝わることに気付くことができる。
(高1段階ア（ア）ウ)
(思判表力)紹介することに関する特有の表
現を使うことができる。（高1段階②（イ）エ）
(学・人)簡単な語句や基本的な表現などを
主体的に活用することができる。(高1段階
ウ)

(知・技)簡単な語句や基本的な表現などが
表す内容を知り、それらを使うことで要件を
相手に伝えようとしている。
(思・判・表)紹介することに関する特有の表
現を使おうとしている。
(主学)簡単な語句や基本的な表現などを
主体的に活用しようとしている。

【評価資料】活動の様子、学習プリント、
ALTとのやり取り

〇Unit4　Presents　プレゼ
ント　（１月）
・動詞Want
・wantとwant to 不定詞の
違いについて
・プレゼントに関する固有名詞
・英語を使ったやり取りとス
ピーチ

〇New Year resolution　１
年の抱負

・誕生日にほしい物をWhat
do you wantの疑問文を
用いてジェスチャーなどでや
り取りすることができる。
・欲しい物リストを教師の支
援を受けて、または教師と一
緒に作成して固有名詞を英
語で調べることができる。
【iPad】

・異文化理解　新年の抱負
についてALTとやり取りを
することができる。

(知及技)簡単な語句や基本的な表現など
が表す内容を知り、それらを使うことで要件
が相手に伝わることに気付くことができる。
(高1段階ア（ア）ウ)
(思判表力)自らのことについて、伝えようと
した内容を整理した上で、簡単な語句など
を用いて自分の考えや気持ちを伝えること
ができる。（高1段階イ（ア））
(学・人)簡単な語句や基本的な表現などを
主体的に活用することができる。(高1段階
ウ)

（知・技）簡単な語句や基本的な表現などが
表す内容を知り、それらを使うことで要件を
相手に伝えようとしている。
(思・判・表)自らのことについて、伝えようと
した内容を整理した上で、簡単な語句など
を用いて自分の考えや気持ちを伝えようと
している。
（主学）簡単な語句や基本的な表現などを
主体的に活用しようとしている。

【評価資料】活動の様子、学習プリント

〇Unit5　Family　家族
（２・３月）
・英語「～がいる、～がある」
・前置詞（on, in, between,
in front of, behindなど）
・英語を使ったやり取りとス
ピーチ

・Unit2 前置詞(by)の既習
事項から発展させて、
There is/areを用いて〇
〇が〇〇にある」の表現に
関して、具体物を用いて理
解することができる。
・前置詞を用いて物がどこに
あるのか英語で表現するこ
とができる。

総時数 35

３
学
期
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高等部　1年（Ⅱ課程　普通コース）　情報　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）コンピュータ等の情報機器の基本的
な用途、操作方法及び仕組みを知ることがで
きる。（高１段階Aア（ア））
(思判表力)目的や状況に応じて、身近にある
情報技術を活用して問題を知り、問題を解決
する方法について考えることができる。（高１
段階Aイ（ア））
(学･人)多角的に情報機器のつながりを見つ
けることができる。（高１段階ウ）

(知・技）コンピュータ等の情報機器の基本的
な用途、操作方法及び仕組みを知ろうとして
いる。
(思･判･表)目的や状況に応じて、身近にある
情報技術を活用して問題を知り、問題を解決
する方法について考えようとしている。
(主学)教師の支援のもと、多角的に情報機器
のつながりを見つけようとしている。

【評価資料】活動や実習の様子、ふりかえり
シートで評価する。

「パソコン教室にある情報機
器をみてみよう」
（４・５月）

・パソコン室にある身近な情報機器について
知る。
・教材（PC、PC周辺機器、情報端末）

(知及技）身近にある情報やメディアの基本的
な特性について知ることができる。（高１段階
Aア（ア））
(思判表力) 目的や状況に応じて、身近にあ
る情報に関する問題を知り、問題を解決する
方法について考えることができる。（高１段階
Aイ（ア））
(学･人)事象と関係する情報を見つけること
ができる。（高１段階ウ）

(知・技）身近にある情報やメディアの基本的
な特性について知ろうとしている。
(思･判･表) 目的や状況に応じて、身近にある
情報に関する問題を知り、問題を解決する方
法について考えようとしている。
(主学)教師の支援のもと、事象と関係する情
報を見つけようとしている。

【評価資料】活動や実習の様子、作品、発表、
ふりかえりシートで評価する。

「自己紹介シートを作ってみ
よう」
（６月）

・個人情報の扱いについて知る。
・教材（Officeアプリケーション）

(知及技）身近にある情報やメディアの基本的
な特性を知り、情報と情報技術を活用して問
題を知り、問題を解決する方法を身に付ける
ことができる。（高１段階Aア（ア））
(思判表力)目的や状況に応じて、身近にある
情報や情報技術を活用して問題を知り、問題
を解決する方法について考えることができる。
（高１段階Aイ（ア））
(学･人)コンピュータなどを利用するときの基
本的なルールを踏まえ、行動することができ
る。（高１段階ウ）

(知・技）身近にある情報やメディアの基本的
な特性を知り、情報と情報技術を活用して問
題を知り、問題を解決する方法を身に付けよ
うとしている。
(思･判･表)目的や状況に応じて、身近にある
情報や情報技術を活用して問題を知り、問題
を解決する方法について考えようとしている。
(主学)教師の支援のもと、コンピュータなどを
利用するときの基本的なルールを踏まえて行
動しようとしている。

【評価資料】活動や実習の様子、ふりかえり
シートで評価する。

「メディアの特性を考える」
「沖縄高等専門学校との交
流学習」
（７月）

・メディアの特性を理解し、活用方法を考え
る。
・教材（各種メディア）

(知及技）情報に関する身近で基本的な、法
規や制度について知ることができる。（高１段
階Aア（イ））
(思判表力) 情報に関する身近で基本的な法
規や制度について考えることができる。（高１
段階Aイ（イ））
(学･人)意欲的に、情報や情報技術を適切に
使うことができる。（高１段階ウ）

(知・技）情報に関する身近で基本的な、法規
や制度について知ろうとしている。
(思･判･表) 情報に関する身近で基本的な法
規や制度について考えようとしている。
(主学)教師の支援のもと、意欲的に情報や情
報技術を適切に使おうとしている。

【評価資料】活動や実習の様子、ふりかえり
シートで評価する。

「情報社会で生きていくため
には」
（９・１０月）

・モバイル端末の利便性について学ぶ。
・教材（iPad）

(知及技）身近なメディアの基本的な特徴につ
いて、その変遷を踏まえて知ること。（高１段階
Bア（ア））
(思判表力)身近なメディアについて考える。
（高１段階Bイ（ア））
(学･人)情報を複数の視点から考える。（高１
段階ウ）

(知・技）身近なメディアの基本的な特性と、そ
の変遷を踏まえて知ろうとしている。
(思･判･表)身近なメディアについて考えよう
としている。
(主学)教師の支援のもと、情報を複数の視点
から考えようとしている。

【評価資料】活動や実習の様子、ふりかえり
シートで評価する。

「メディアの移り変わり」
（１１・１２月）

・さまざまなメディアについて、変遷や特性
について考える。
・教材（本、新聞、インターネット）

(知及技）情報セキュリティの重要性、情報社
会における個人の責任及び情報モラルについ
て知ることことができる。（高１段階Aア（イ））
(思判表力)情報社会において個人の果たす
役割や責任、情報モラルなどについて考える
こと。（高１段階Aイ（イ））
(学･人)自分の情報や他人の情報の大切さを
踏まえ、尊重しようとする。（高１段階ウ）

(知・技）情報セキュリティの重要性、情報社会
における個人の責任及び情報モラルについて
知ろうとしている。
(思･判･表)情報社会において個人の果たす
役割や責任、情報モラルなどについて考えよう
としている。
(主学)教師の支援のもと、自分の情報や他人
の情報の大切さを踏まえ、尊重しようとしてい
る。

【評価資料】活動や実習の様子、ふりかえり
シートで評価する。

「個人情報や情報セキュリ
ティの設定について」
（１月）

・情報に関する自他の権利と守り方につい
て知る。
・教材（情報モラル動画、情報セキュリティ動
画）

(知及技）身近にある情報技術が人や社会に
果たす役割と及ぼす影響について知ることが
できる。（高１段階Aア（ウ））
(思判表力)身近にある情報や情報技術の活
用について考えることができる。（高１段階Aイ
（ウ））
(学･人)情報通信ネットワークを協力して使
う。（高１段階ウ）

(知・技）身近にある情報技術が人や社会に果
たす役割と及ぼす影響について知ろうとして
いる。
(思･判･表)身近にある情報や情報技術の活
用について考えようとしている。
(主学)教師の支援のもと、情報通信ネットワー
クを協力して使おうとしている。

【評価資料】活動や実習の様子、ふりかえり
シートで評価する。

「施設見学について情報を集
めて発表してみよう」
（２・３月）

・目的とする情報を収集し、整理、発表す
る。
・教材（インターネット、プレゼンアプリケー
ション）

総時数 35

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）効果的なコミュニケーションの方法や、身近にあるコンピュータやデータの活用について知り、基礎的な技能を身に付けるとともに、情報社会と人
との関わりについて知る。（高１段階）
(思判表力)身近な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題を知り、問題を解決するために必要な情報と情報技術を活用する力を養う。（高１段階）
(学･人)身近にある情報や情報技術を活用するとともに、情報社会に関わろうとする態度を養う。（高１段階）

令和６年度

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者

1/35 高等部1年Ⅱ課程 普通コース
幸喜　恒俊
宮城　岬
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学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

　相手の立場や気持ちを考えて心の
こもった接し方をしようとすることにつ
いて考えることができる。
(B(９)礼儀)

　相手の立場や気持ちを考えて心のこ
もった接し方をしようとすることについて
考えようとしている。

【評価資料】授業での発言やワークシー
ト、授業中やその後の態度で評価

「あいさつって」 ・誰に対してもきちんと挨拶が
できているかを振り返り、発表
する。
・「挨拶や礼儀が大切なわけ」
とはどんなことかを考え、話し
合う。

　夢や目標を設定し、その達成を目指
して努力しようとすることの大切さにつ
いて考えることができる。
(A(5)希望と勇気、努力と強い意志)

　夢や目標を設定し、その達成を目指
して努力しようとすることの大切さにつ
いて考えようとしている。

【評価資料】授業での発言やワークシー
ト、授業中やその後の態度で評価

「夢を実現するためには」 ・叶えたい夢や目標をどう実
現していくかについて考えた
ことがあるか出し合う。
・大谷選手は、なぜ夢を実現
することができたのかを話し
合う。

　限りある命を懸命に生きることの尊
さを感じ取り、自分らしく精いっぱい生
きることについて考えることができる。
（D(19)生命の尊さ）

　限りある命を懸命に生きることの尊さ
を感じ取り、自分らしく精いっぱい生きる
ことについて考えようとしている。

【評価資料】授業での発言やワークシー
ト、授業中やその後の態度で評価

「命の詩～電池が切れるま
で」

・自分にとって、命とはどういう
ものかを考え、出し合う。
・「精いっぱい生きる」とはどう
いう生き方をすることかを考
え、話し合う。

　人と人の温かなつながりに感謝し、
善意に応えようとすることの大切さに
ついて考えることができる。
(B(8)感謝)

　人と人の温かなつながりに感謝し、善
意に応えようとすることの大切さについ
て考えようとしている。

【評価資料】授業での発言やワークシー
ト、授業中やその後の態度で評価

「おばあちゃんからもらった
命」

・家族に感謝するのはどんな
ときかを考え、出し合う。
・「恩返し」したい人がいるか、
また、その人にどんな恩返し
がしたいかを考え、発表する。
・恩返しをしたい人に、その思
いを伝える。

　安全に関する意識を高め、節度ある
生活をしようとすることについて考え
ることができる。
(A(3)節度、節制)

　安全に関する意識を高め、節度ある
生活をしようとすることについて考えよ
うとしている。

【評価資料】授業での発言やワークシー
ト、授業中やその後の態度で評価

「自分の身は自分で守る」 ・安全に生活するためにどん
なことに気をつけているかを
振り返り、出し合う。
・自分や周りの人々の安全の
ために、どんなことに気を付
けていきたいかを考え、話し
合う。
・子どもが犯罪に巻き込まれ
ることを防ぐための合い言葉
について調べる。

　相手の状況や気持ちを考え、進ん
で親切にしようとすることについて考
えることができる。
（B(7)親切、思いやり）

　相手の状況や気持ちを考え、進んで
親切にしようとすることについて考える
ようとしている。

【評価資料】授業での発言やワークシー
ト、授業中やその後の態度で評価

「道案内」 ・最近、誰かにした親切はどん
なことかを思い起こし、出し合
う。
・親切な行いをするときに大
切なことはどんなことかを考
え、話し合う。
・親切にしたいと思ったら、どう
いう行動ができるかをこれか
らも考えていくことを確認す
る。

　互いの権利を大切にし、すすんでき
まりを守ろうとすることについて考える
ことができる。
(C(12)規則の尊重)

　互いの権利を大切にし、すすんできま
りを守ろうとすることについて考えようと
している。

【評価資料】授業での発言やワークシー
ト、授業中やその後の態度で評価

「お客さま」 ・「権利」と「義務」という言葉
の意味を確認する。
・きまりは何のためにあるのか
を考え、発表する。
・「権利を大切にし、義務を果
たす」とはどういうことか考え
る。

1/35 高等部1年Ⅱ課程　普通コース 田島　輝典　　　鎌田　真理亜

令和６年度　高等部1年（Ⅱ課程 普通コース）　道徳科　年間指導計画

単位数
／配当時数 生徒 担当者

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解をもとに、自己を見つめ、物事を広い
視野から多面的、多角的に考え、人間として生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践
意欲と態度を育てる。（小学部）

1
学
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　美しいものや気高いものへの感動
や、人間の力を超えたものへの畏敬の
念を大切にしようとすることについて
考えることができる。
(D（21）感動、畏敬の念)

　美しいものや気高いものへの感動や、
人間の力を超えたものへの畏敬の念を
大切にしようとすることについて考えよ
うとしている。

【評価資料】授業での発言やワークシー
ト、授業中やその後の態度で評価

「宇宙から見えたもの」 ・宇宙と自分とのつながりにつ
いて考えたことはあるかを振
り返り、出し合う。
・美しいものやすばらしいもの
を見て感動したことがある
か、また、それはどんな時か
を思い起こし、発表する。

  差別や偏見を持たず、公正・公平な
態度で正義の実現に努めようとするこ
とについて考えることができる。
（C(13)公正、公平、社会正義）

　差別や偏見を持たず、公正・公平な態
度で正義の実現に努めようとすることに
ついて考えようとしている。

【評価資料】授業での発言やワークシー
ト、授業中やその後の態度で評価

「だれもが幸せになれる社
会を」

・「幸せ」とはどんなものかを
考え、出し合う。
・誰もが幸せになれる社会と
はどのようなものなのか、ま
た、そのような社会を実現す
るためにはどんなことが必要
なのかを考え、話し合う。

　家族を敬愛し、家族のために自分に
できることをしようとすることについて
考えることができる。
（C(１５)家族愛、家庭生活の充実）

　家族を敬愛し、家族のために自分に
できることをしようとすることについて考
えようとしている。

【評価資料】授業での発言やワークシー
ト、授業中やその後の態度で評価

「祖母のりんご」 ・家族に対してどのような態度
で接しているか考え、出し合
う。
・家族を大切に思うときと、そ
う思えなくなってしまうときの
両方に触れた上で、家族と温
かい関係性を築くために大切
なことについて考える。
・今後の家族との関わり方に
ついて考える。

　自分自身に誠実であろうとすること
のよさについて考えることができる。
(A(2)正直、誠実)

　自分自身に誠実であろうとすることの
よさについて考えようとしている。

【評価資料】授業での発言やワークシー
ト、授業中やその後の態度で評価

「このままでいいのかな」 ・心がモヤモヤすることはない
か、また、それはどんなときか
思い出し、出し合う。
・「モヤモヤ」を晴らすために
大切なことは何かを話し合
う。
・心のモヤモヤを晴らせたこと
はあるか、また、今は明るい心
で生活しているかを振り返
る。

総時数 35

３
学
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学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）新年度の学習や行事について知り、必要
な行動の仕方を身に付けることができる。
(思判表力)１年間の学校生活や学習活動に見通し
を持ち行動できる。
(学･人)年間の学習内容、行事計画を知り、学校生
活への意欲を高めることができる。

(知・技）新年度の学習や行事について知り、必要な
行動の仕方を身につけようとしている。
(思・判・表)１年間の学校生活や学習活動に見通し
を持ち行動しようとしている。
(主学)年間の学習内容、行事計画をを知り、学校生
活への意欲を高めようとしている。

【評価資料】
学習や活動状況等による評価

「学年オリエンテーション」
「学部オリエンテーション」
（4月）

・職員の名前を知る。
・自己紹介をする。
・職業班について確認する。
・年間行事計画を確認する。

(知及技）現在の学習と将来の社会・職業生活との
つながりを考えるために、必要な知識及び技能を身
に付けることができる。
(思判表力)働くことや社会に貢献することについ
て、適切な情報を得ながら考え、自己の将来像を描
くとともに進路の選択肢を広げることができる。
(学･人)将来の生き方を描き、現在の生活や学習の
在り方を振り返るとともに、働くことと学ぶことの意
義を意識し、社会的・職業的自立に向けて自己実現
を図ろうとする態度を養う。

(知・技）現在の学習と将来の社会・職業生活とのつ
ながりを考えるために、必要な知識及び技能を身に
付けようとしている。
(思・判・表)働くことや社会に貢献することについ
て、適切な情報を得ながら考え、自己の将来像を描
くとともに進路の選択肢を広げようとしている。
(主学)将来の生き方を描き、現在の生活や学習の
在り方を振り返るとともに、働くことと学ぶことの意
義を意識し、社会的・職業的自立に向けて自己実現
を図ろうとする態度を身に付けようとしている。

【評価資料】
学習や活動の状況およびワークシート等の記述内容
に基づいて評価

「キャリア教育講座①」
「キャリア教育講座②」
「性教育ワークショップ」
「キャリア教育講座③」
「キャリア教育④」
（4・５・７月）

・「SOY SOY」の経営者による講話
を聞き、自身の進路選択にの参考に
する。
・「洋服の青山」のスタッフによる着
こなし講座を受講するとともに実践
を行う。
・講師による性教育ワークショップを
受講し、自身の身体や心について理
解する。
・「資生堂」のスタッフによる身だしな
み講座を受講するとともに実践を行
い、身だしなみについて理解する。
・外部講師による講話を聞き、ライフ
プランについて知り、将来設計を行
う。
・ワークシートを活用して講義内容
の振り返りやまとめを行う。

(知及技）実習を通して経験したことをふり返り、自ら
課題を設定したり、解決したりするために必要な知
識及び技能を身に付けることができる。
(思判表力)自らの課題や解決策を設定するために
適切な情報を収集、整理、分析を行い、表現をする
ことができる。
(学･人)社会的・職業的自立に向けて自己実現を図
ろうとする態度を養う。

(知・技）実習を通して経験したことをふり返り、自ら
課題を設定したり、解決したりするために必要な知
識及び技能を身に付けようとしている。
(思・判・表)自らの課題や解決策を設定するために
適切な情報収集、整理、分析を行い、表現しようとし
ている。
(主学)社会的・職業的自立に向けて自己実現を図
ろうとする態度を身に付けようとしている。

【評価資料】
実習のしおり、発表会の状況観察等による評価

「前期就業体験実習事前学習」（５
月）
「前期就業体験実習事後学習・報
告会」（6月）

・自身の現状を踏まえ、前期実習に
おける目標を設定し、具体的な目標
達成方法を考える。
・実習先や交通手段、持ち物等につ
いて確認するとともに、実習生として
の態度や言葉遣いについて確認す
る。
・前期実習についてまとめ、今後の
課題や改善策について考え、実行す
る。
・実習内容をまとめ、発表する。
・先輩の実習報告を聞き、自身の進
路選択の参考にする。

(知及技）現在の学習と将来の社会・職業生活との
つながりを考えるために、必要な知識及び技能を身
に付けることができる。
(思判表力)働くことや社会に貢献することについ
て、適切な情報を得ながら考え、自己の将来像を描
くとともに進路の選択肢を広げることができる。
(学･人)将来の生き方を描き、現在の生活や学習の
在り方を振り返るとともに、働くことと学ぶことの意
義を意識し、社会的・職業的自立に向けて自己実現
を図ろうとする態度を養う。

(知・技）現在の学習と将来の社会・職業生活とのつ
ながりを考えるために、必要な知識及び技能を身に
付けようとしている。
(思・判・表)働くことや社会に貢献することについ
て、適切な情報を得ながら考え、自己の将来像を描
くとともに進路の選択肢を広げようとしている。
(主学)将来の生き方を描き、現在の生活や学習の
在り方を振り返るとともに、働くことと学ぶことの意
義を意識し、社会的・職業的自立に向けて自己実現
を図ろうとする態度を身に付けようとしている。

【評価資料】
学習や活動の状況およびワークシート等の記述内容
に基づいて評価

「キャリア教育講座⑤」（9月） ・卒業生進路講話を聞き、自身の進
路選択の参考にする。
・ワークシートに講義内容をまとめ、
卒業後について記入する。
･自分について考えたり、働く目的と
意義について学ぶ。(キャリアパス
ポート）

(知及技）実習を通して経験したことをふり返り、自ら
課題を設定したり、解決したりするために必要な知
識及び技能を身に付けることができる。
(思判表力)自らの課題や解決策を設定するために
適切な情報を収集、整理、分析を行い、表現をする
ことができる。
(学･人)社会的・職業的自立に向けて自己実現を図
ろうとする態度を養う。

(知・技）実習を通して経験したことをふり返り、自ら
課題を設定したり、解決したりするために必要な知
識及び技能を身に付けようとしている。
(思・判・表)自らの課題や解決策を設定するために
適切な情報収集、整理、分析を行い、表現しようとし
ている。
(主学)社会的・職業的自立に向けて自己実現を図
ろうとする態度を身に付けようとしている。

【評価資料】
実習のしおり、発表会の状況観察等による評価

「後期就業体験実習事前学習」
（10月）
「後期就業体験実習事後学習・報
告会」（11月）

・自身の現状を踏まえ、前期実習に
おける目標を設定し、具体的な目標
達成方法を考える。
・実習先や交通手段、持ち物等につ
いて確認するとともに、実習生として
の態度や言葉遣いについて確認す
る。
・前期実習についてまとめ、今後の
課題や改善策について考え、実行す
る。
・実習内容をまとめ、発表する。
・先輩の実習報告を聞き、自身の進
路選択の参考にする。

1
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目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

令和６年度　高等部１年（Ⅱ課程 普通コース）総合的な探究の時間　年間指導計画

1/35 高等部１年生Ⅱ課程　（普通コース） 田島　輝典　　　鎌田　真理亜

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者

(知及技）探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や
価値を理解するようにする。
(思判表力)実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめて実
現することができるようにする。
(学･人)探究に主体的・協同的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しよ
うとする態度を養う。



(知及技）校外における集団生活の在り方や社会生
活上のルール、公衆道徳などについて理解し、必要
な行動の仕方を身に付けることができる。
(思判表力)日常とは異なる生活環境の中での集団
生活の在り方や公衆道徳について考え、学校生活
や学習活動の成果を活用するよう考えることができ
る。
(学･人)日常とは異なる環境や集団生活において、
自然や文化・社会に親しみ、新たな視点から学校生
活や学習活動の意義を考えようとする態度を養う。

(知・技）校外における集団生活の在り方や社会生活
上のルール、公衆道徳などについて理解し、必要な
行動の仕方を身に付けようとしている。
(思・判・表)日常とは異なる生活環境の中での集団
生活の在り方や公衆道徳について考え、学校生活
や学習活動の成果を活用しようとしている。
(主学)日常とは異なる環境や集団生活において、自
然や文化・社会に親しみ、新たな視点から学校生活
や学習活動の意義を考えようとする態度を身に付け
ようとしている。

【評価資料】
学習や活動状況等の観察による評価
しおり等の記述内容に基づいて評価

「生活探究の時間」（11月） ・公共施設を利用し、社会生活上の
ルールや公衆道徳などについて理
解し、適切な行動について考え、実
践する。
・日頃の学習活動の成果を活用しな
がら集団行動を行い、新たな視点か
ら学習活動の意義を考える。
・しおりに学習した内容を記入する。

(知及技）協力し合ったり、自分から進んで取り組む
ことで経験を広げ社会性を身に付けることができ
る。
(思判表力)同じ社会に生きる人間として、互いを正
しく理解し、共に助け合い支え合って生きていくこと
について考え、学校生活や学習活動の成果を活用
するよう考えることができる。
(学･人)相互に互いの人格と個性を認め尊重し合い
ながら協働して生活していく態度を養う。

(知・技）協力し合ったり、自分から進んで取り組むこ
とで経験を広げ社会性を身に付けようとしている。
(思・判・表)同じ社会に生きる人間として、互いを正
しく理解し、共に助け合い支え合って生きていくこと
について考え、学校生活や学習活動の成果を活用
しようとしている。
(主学)相互に互いの人格と個性を認め尊重し合い
ながら協働して生活していく態度を身に付けようと
している。

【評価資料】
学習や活動状況等の観察による評価

「高校との交流会」（12月） ・自己紹介を行う。
・レクレーションを通して互いに理解
を深め、ともに協力し合いながら交
流を深める。

(知及技）現在の学習と将来の社会・職業生活との
つながりを考えるために、必要な知識及び技能を身
に付けることができる。
(思判表力)働くことや社会に貢献することについ
て、適切な情報を得ながら考え、自己の将来像を描
くとともに進路の選択肢を広げることができる。
(学･人)将来の生き方を描き、現在の生活や学習の
在り方を振り返るとともに、働くことと学ぶことの意
義を意識し、社会的・職業的自立に向けて自己実現
を図ろうとする態度を養うことができる。

(知・技）現在の学習と将来の社会・職業生活とのつ
ながりを考えるために、必要な知識及び技能を身に
付けようとしている。
(思・判・表)働くことや社会に貢献することについ
て、適切な情報を得ながら考え、自己の将来像を描
くとともに進路の選択肢を広げようとしている。
(主学)将来の生き方を描き、現在の生活や学習の
在り方を振り返るとともに、働くことと学ぶことの意
義を意識し、社会的・職業的自立に向けて自己実現
を図ろうとする態度を身に付けようとしている。

【評価資料】
学習や活動状況等の観察による評価
ワークシート等の記述内容に基づいて評価

「キャリア教育講座⑥」（１月） ・消費者教育講座を受講し、「契約」
や「消費者トラブル」について知る。
・ワークシートに講義内容をまとめ、
記入する。
･自分について考えたり、働く目的と
意義について学ぶ。(キャリアパス
ポート）

(知及技）校外における集団生活の在り方や社会生
活上のルール、公衆道徳などについて理解し、必要
な行動の仕方を身に付けることができる。
(思判表力)日常とは異なる生活環境の中での集団
生活の在り方や公衆道徳について考え、学校生活
や学習活動の成果を活用するよう考えることができ
る。
(学･人)日常とは異なる環境や集団生活において、
自然や文化・社会に親しみ、新たな視点から学校生
活や学習活動の意義を考えようとする態度を養う。

(知・技）校外における集団生活の在り方や社会生活
上のルール、公衆道徳などについて理解し、必要な
行動の仕方を身に付けようとしている。
(思・判・表)日常とは異なる生活環境の中での集団
生活の在り方や公衆道徳について考え、学校生活
や学習活動の成果を活用しようとしている。
(主学)日常とは異なる環境や集団生活において、自
然や文化・社会に親しみ、新たな視点から学校生活
や学習活動の意義を考えようとする態度を身に付け
ようとしている。

【評価資料】
学習や活動状況等の観察による評価
しおり等の記述内容に基づいて評価

「生活探究の時間」（2月） ・公共施設を利用し、社会生活上の
ルールや公衆道徳などについて理
解し、適切な行動について考え、実
践する。
・日頃の学習活動の成果を活用しな
がら集団行動を行い、新たな視点か
ら学習活動の意義を考える。
・しおりに学習した内容を記入する。

総時数 35

３
学
期
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高等部　1年（Ⅱ課程 普通コース）　特別活動　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技）儀式的行事の意義や、場面
にふさわしい参加の仕方について理
解し、厳粛な場における儀礼やマ
ナー等の規律や気品ある行動の仕
方などを身に付けることができる。
(思判表力)学校生活の節目の場に
おいて将来を見通したり、これまでの
生活を振り返ったりしながら、新たな
生活への自覚を高め、気品ある行動
をとることができる。
(学･人)厳粛で清新な気分を味わ
い、行事を節目としてこれまでの生
活を振り返り、新たな生活への希望
や意欲につなげようとする態度を養
うことができる。

(知･技)儀式的行事の意義や、場面
にふさわしい参加の仕方について理
解し、厳粛な場における儀礼やマ
ナー等の規律や気品ある行動の仕方
などを身に付けようとしている。
(思･判･表)学校生活の節目の場に
おいて将来を見通したり、これまでの
生活を振り返ったりしながら、新たな
生活への自覚を高め、気品ある行動
をとろうとしている。
(主学)厳粛で清新な気分を味わい、
行事を節目としてこれまでの生活を
振り返り、新たな生活への希望や意
欲につなげようとする態度を身につ
けようとしている。
【評価資料】身なりチェックシート、が
んばりたいこと、振り返りシート、発表
で評価する。

【儀式的行事】（4･7月）
・入学式
「高校生になること」
・1学期終業式
「1学期を終えて」

・儀式的行事にふさわしい服装や
身なりについて学ぶ。
・儀式的行事に応じた礼儀やマ
ナー等の規律や気品ある行動の仕
方などについて知る。
・高校生活への決意表明を考え、
発表する。
・1学期を振り返る。
・2学期へ向けた決意を考える。

(知及技）ホームルームや学校におけ
る集団活動や主体的かつ自律的な
生活を送ることの意義を理解し、そ
のために必要となることについて理
解し身に付けることができる。
(思判表力)ホームルームや学校及び
自己の生活、人間関係をよりよくす
るための課題を見いだし、解決する
ために話し合い、合意形成を図った
り、意思決定したりすることができ
る。
(学･人)ホームルームや学校におけ
る集団活動を通して身に付けたこと
を生かして、人間関係をよりよく形成
し、他者と協働して集団や自己の課
題を解決するとともに、人間としての
在り方生き方についての自覚を深
め、その実現に向けて、主体的に日
常生活の向上を図ろうとする態度を
養うことができる。

(知・技）ホームルームや学校におけ
る集団活動や主体的かつ自律的な
生活を送ることの意義を理解し、その
ために必要となることについて理解し
身に付けようとしている。
(思･判･表)ホームルームや学校及び
自己の生活、人間関係をよりよくする
ための課題を見いだし、解決するた
めに話し合い、合意形成を図ったり、
意思決定したりしようとしている。
(主学)ホームルームや学校における
集団活動を通して身に付けたことを
生かして、人間関係をよりよく形成
し、他者と協働して集団や自己の課
題を解決するとともに、人間としての
在り方生き方についての自覚を深
め、その実現に向けて、主体的に日
常生活の向上を図ろうとする態度を
みにつけようとしている。

【評価資料】活動の様子と感想発表、
振り返りワークシートで評価する。

【ホームルーム活動】（4～7月）

・SHR
・係活動
「仕事の役割分担とルール」
・学級活動
「集団の一員であるという自
覚と責任感」
・学年活動
「集団の一員であるという自
覚と責任感」
・食育
「栄養の偏りのない食事の取
り方」
・国際理解と国際交流
「身近にある外国」
・キャリア形成と自己実現
「自分の良さの発見」
「働く目的と意義」
・性指導
「心と体の変化について」

・学級開き、学年開きで新しい先生
や同級生と顔合わせをする。
・1学期個人目標の設定や制作、発
表、掲示をする。
・1学期個人目標の振り返りをす
る。
・学級会で係決めなどをする。
・学年集会で先生の話を聞いたり、
発表したり、挨拶練習をしたりす
る。
・給食を通して食育を学ぶ。
・言葉や食べ物など、身近にある外
国調査をする。
・自分について考えたり、働く目的
と意義について学ぶ。（キャリアパ
スポート）
・心と体の学習の学習をする。

(知及技）異年齢により構成される民
主的かつ自治的組織における活動の
意義について理解するとともに、その
活動のために必要なことを理解し行
動の仕方を身に付けることができる。
(思判表力)学校全体の生活をよりよ
くするための課題を見いだし、その解
決のために話し合い、合意形成や意
思決定することで、よりよい人間関係
を形成することができる。
(学･人)自治的な集団における活動
の中で身に付けたことを生かして、多
様な他者と協働し、学校や社会にお
けるよりよい生活づくりに参画しよう
とする態度を養うことができる。

(知･技）異年齢により構成される民
主的かつ自治的組織における活動の
意義について理解するとともに、その
活動のために必要なことを理解し行
動の仕方を身に付けようとしている。
(思･判･表)学校全体の生活をよりよ
くするための課題を見いだし、その解
決のために話し合い、合意形成や意
思決定することで、よりよい人間関係
を形成しようとしている。
(主学)自治的な集団における活動の
中で身に付けたことを生かして、多様
な他者と協働し、学校や社会におけ
るよりよい生活づくりに参画しようと
する態度を身につけようとしている。
【評価資料】活動の様子や感想発表、
新入生へのメッセージカード作成、振
り返りシートで評価する。

【生徒会活動】（4月）
・新入生歓迎会
「先輩達とつながろう」
「生徒会活動について」
・生徒総会（6月）

・自己紹介をする。
・生徒会役員を知る。
・生徒会活動を知る。

田島　輝典　　　鎌田　真理亜1/35 高等部1年Ⅱ課程　普通コース

担当者

令和６年度

単位数
／配当時数 児童生徒

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技)多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕
方を身に付けるようにする。
(思判表力)集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い，合意形成を図ったり、意思
決定したりすることができるようにする。
(学･人)自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、主体的に集団や社会に参画し、生活及び
人間関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を深め、自己実現を図ろうとす
る態度を養う。

1
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(知及技）心身の健全な発達や健康
の保持増進を理解し、必要な行動の
仕方などを身に付けることができる。
(思判表力)自己の生活を振り返り、
健康、運動や体力の向上に関する課
題と解決策について考えることがで
きる。
(学･人)生涯にわたって、心身ともに
健康な生活を実践したりしようとする
態度を養うことができる。

(知･技）心身の健全な発達や健康の
保持増進を理解し、必要な行動の仕
方などを身に付けようとしている。
(思･判･表)自己の生活を振り返り、
健康、運動や体力の向上に関する課
題と解決策について考えようとして
いる。
(主学)生涯にわたって、心身ともに
健康な生活を実践したりしようとする
態度を身につけようとしている。
【評価資料】振り返りシートで評価す
る。

【学校行事】（4～6月）
健康安全・体育的行事
・定期健康診断
「自分の健康状態について知
ろう」
「健康で安全な生活について」
・交通安全指導（6月）

・身体測定をする。
・耳鼻科検診をする。
・内科検診をする。
・心電図・X線検をする。
・歯科検診をする。

・交通安全指導に関する学習用動
画が視聴する。
・交通事故から身を守る方法や行
動の仕方
・ワークシートを記入する。

(知及技）芸術的なものや伝統文化
を鑑賞したりする活動に必要な知識
や技能を身に付ける。
(思判表力)美しいものや優れたも
の、芸術的なものや地域や我が国の
伝統文化に触れたりして、自他の個
性を認め、互いに高め合うことがで
きる。
(学･人)生涯にわたって、多様な文化
芸術に親しむとともに、音楽に対する
豊かな感性と音楽文化を尊重する態
度を養う。

(知・技）芸術的なものや伝統文化を
鑑賞したりする活動に必要な知識や
技能を身に付けている。
(思・判・表)美しいものや優れたも
の、芸術的なものや地域や我が国の
伝統文化に触れたりして、自他の個
性を認め、互いに高め合うことがで
きている。
(主学)生涯にわたって、多様な文化
芸術に親しむとともに、音楽に対する
豊かな感性と音楽文化を尊重する態
度を身に付けようとしている。
【評価資料】
学習や活動の状況などの観察による
評価

【文化的行事】（6月）
・芸術鑑賞会

・演劇を鑑賞しながら、平和につい
て考える。
・ワークシートなどで振り返り、確認
を行う。

(知及技）儀式的行事の意義や、場面
にふさわしい参加の仕方について理
解し、厳粛な場における儀礼やマ
ナー等の規律や気品ある行動の仕
方などを身に付けることができる。
(思判表力)学校生活の節目の場に
おいて将来を見通したり、これまでの
生活を振り返ったりしながら、新たな
生活への自覚を高め、気品ある行動
をとることができる。
(学･人)厳粛で清新な気分を味わ
い、行事を節目としてこれまでの生
活を振り返り、新たな生活への希望
や意欲につなげようとする態度を養
うことができる。

(知･技)儀式的行事の意義や、場面
にふさわしい参加の仕方について理
解し、厳粛な場における儀礼やマ
ナー等の規律や気品ある行動の仕方
などを身に付けようとしている。
 (思･判･表)学校生活の節目の場に
おいて将来を見通したり、これまでの
生活を振り返ったりしながら、新たな
生活への自覚を高め、気品ある行動
をとろうとしている。
 (主学)厳粛で清新な気分を味わ
い、行事を節目としてこれまでの生活
を振り返り、新たな生活への希望や
意欲につなげようとする態度を身に
つけようとしている。
【評価資料】身なりチェックシート、が
んばりたいこと、振り返りシート、発表
で評価する。

【学校行事】（9月･12月）
儀式的行事
・2学期始業式
「２学期に向けて」

・2学期終業式
「2学期を終えて」

・儀式的行事にふさわしい服装や
身なりについて学ぶ。
・儀式的行事に応じた礼儀やマ
ナー等の規律や気品ある行動の仕
方などについて知る。
・2学期へ向けた決意を考え、発表
する。
・2学期を振り返る。
・3学期へ向けた決意を考える。

(知及技）ホームルームや学校におけ
る集団活動や主体的かつ自律的な
生活を送ることの意義を理解し、そ
のために必要となることについて理
解し身に付けることができる。
(思判表力)ホームルームや学校及び
自己の生活、人間関係をよりよくす
るための課題を見いだし、解決する
ために話し合い、合意形成を図った
り、意思決定したりすることができ
る。
(学･人)ホームルームや学校におけ
る集団活動を通して身に付けたこと
を生かして、人間関係をよりよく形成
し、他者と協働して集団や自己の課
題を解決するとともに、人間としての
在り方生き方についての自覚を深
め、その実現に向けて、主体的に日
常生活の向上を図ろうとする態度を
養うことができる。

(知･技）ホームルームや学校におけ
る集団活動や主体的かつ自律的な
生活を送ることの意義を理解し、その
ために必要となることについて理解し
身に付けようとしている。
(思･判･表)ホームルームや学校及び
自己の生活、人間関係をよりよくする
ための課題を見いだし、解決するた
めに話し合い、合意形成を図ったり、
意思決定したりしようとしている。
(主学)ホームルームや学校における
集団活動を通して身に付けたことを
生かして、人間関係をよりよく形成
し、他者と協働して集団や自己の課
題を解決するとともに、人間としての
在り方生き方についての自覚を深
め、その実現に向けて、主体的に日
常生活の向上を図ろうとする態度を
身につけようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、
振り返りワークシートで評価する。

【ホームルーム活動】（9～12月）

　
・SHR
・係活動
「仕事の役割分担とルール」
・学級活動
「なりたい自分をめざして」
「不安や悩みの解消」
・学年活動
「自他の理解と尊重」
・食育
「給食の工夫を知ろう」
・国際理解と国際交流
「食材の産地を調べよう」
・キャリア形成と自己実現
「学ぶことや働くことの楽しさと
価値」
・性指導
「友情について」
「世界エイズデーについて」

・2学期個人目標の設定や作成、
発表、掲示をする。
・2学期個人目標の振り返りをす
る。
・学級会で係決めなどをする。
・学年集会で先生の話を聞いたり、
発表をしたり、挨拶練習をしたりす
る。
・給食を通して食育を学ぶ。
・言葉や食べ物など、身近にある外
国調査をする。
・学ぶことや働くことの楽しさと価
値について学ぶ。(キャリアパス
ポート)
・心と体の学習をする。
・世界エイズデーについて学ぶ。

(知及技）事件や事故、災害等の非常
時から身を守ることの意義を理解し、
必要な行動の仕方などを身に付け
る。また、規律ある集団行動の仕方な
どを身に付けることができる。
(思判表力)自己の生活を振り返り、
安全、防災、の向上に関する課題と
解決策について考え、他者と協力し
て、適切に判断し行動することができ
る。
(学･人)生涯にわたって、安全な生活
を実践したりしようとする態度を養う
ことができる。

(知･技）事件や事故、災害等の非常
時から身を守ることの意義を理解し、
必要な行動の仕方などを身に付け
る。また、規律ある集団行動の仕方な
どを身に付けようとしている。
(思･判･表)自己の生活を振り返り、
安全、防災、の向上に関する課題と
解決策について考え、他者と協力し
て、適切に判断し行動しようとしてい
る。
(主学)生涯にわたって、安全な生活
を実践したりしようとする態度を身に
つけようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、
振り返りシートで評価する。

【健康安全・体育的行事】（9
月）
・不審者避難訓練
「不審者とは」
「不審者から身を守るには」
・地震・津波避難訓練
「防災とは」
「自然災害時の危険と安全確
保」

・過去の不審者侵入対策訓練の様
子をもとにした学習用動画を視聴
する。
・「いかのおすし」に関する動画を
視聴する。
・振り返りワークシートを記入する。

・地震津波時の身の安全確保につ
いて学ぶ。
・防災バッグ携行の実践と携行品
の確認をする。
・避難経路の確認をする。
・「おはしもち」の確認をする。
・ワークシートを記入する。

1
学
期
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(知及技）儀式的行事の意義や、場面
にふさわしい参加の仕方について理
解し、厳粛な場における儀礼やマ
ナー等の規律や気品ある行動の仕
方などを身に付けることができる。
(思判表力)学校生活の節目の場に
おいて将来を見通したり、これまでの
生活を振り返ったりしながら、新たな
生活への自覚を高め、気品ある行動
をとることができる。
(学･人)厳粛で清新な気分を味わ
い、行事を節目としてこれまでの生
活を振り返り、新たな生活への希望
や意欲につなげようとする態度を養
うことができる。

(知･技)儀式的行事の意義や、場面
にふさわしい参加の仕方について理
解し、厳粛な場における儀礼やマ
ナー等の規律や気品ある行動の仕方
などを身に付けようとしている。
 (思･判･表)学校生活の節目の場に
おいて将来を見通したり、これまでの
生活を振り返ったりしながら、新たな
生活への自覚を高め、気品ある行動
をとろうとしている。
 (主学)厳粛で清新な気分を味わ
い、行事を節目としてこれまでの生活
を振り返り、新たな生活への希望や
意欲につなげようとする態度を身に
つけようとしている。
【評価資料】身なりチェックシート、が
んばりたいこと、振り返りシート、発表
で評価する。

【儀式的行事】（1･3月）
・3学期始業式
「3学期に向けて」
・高等部卒業式
「先輩の門出を祝おう」
・小・中学部卒業式
「後輩の門出を祝おう」
・修了式・離任式
「1学年を終えて」
「お世話になった先生方へ感
謝の気持ちを伝えよう」

・儀式的行事にふさわしい服装や
身なりについて学ぶ。
・儀式的行事に応じた礼儀やマ
ナー等の規律や気品ある行動の仕
方について知る。
・卒業生の門出を祝う。
・3学期へ向けた決意を考える。
・3学期の振り返る。
・来年度へ向けた決意を考え発表
する。

(知及技）ホームルームや学校におけ
る集団活動や主体的かつ自律的な
生活を送ることの意義を理解し、そ
のために必要となることについて理
解し身に付けることができる。
(思判表力)ホームルームや学校及び
自己の生活、人間関係をよりよくす
るための課題を見いだし、解決する
ために話し合い、合意形成を図った
り、意思決定したりすることができ
る。
(学･人)ホームルームや学校におけ
る集団活動を通して身に付けたこと
を生かして、人間関係をよりよく形成
し、他者と協働して集団や自己の課
題を解決するとともに、人間としての
在り方生き方についての自覚を深
め、その実現に向けて、主体的に日
常生活の向上を図ろうとする態度を
養うことができる。

(知･技）ホームルームや学校におけ
る集団活動や主体的かつ自律的な
生活を送ることの意義を理解し、その
ために必要となることについて理解し
身に付けようとしている。
(思･判･表)ホームルームや学校及び
自己の生活、人間関係をよりよくする
ための課題を見いだし、解決するた
めに話し合い、合意形成を図ったり、
意思決定したりしようとしている。
(主学)ホームルームや学校における
集団活動を通して身に付けたことを
生かして、人間関係をよりよく形成
し、他者と協働して集団や自己の課
題を解決するとともに、人間としての
在り方生き方についての自覚を深
め、その実現に向けて、主体的に日
常生活の向上を図ろうとする態度を
身につけうとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、
振り返りワークシートで評価する。

【ホームルーム活動】（1～3月）

・SHR
・係活動
「仕事の役割分担とルール」
・学級活動
「奉仕活動体験」
・学年活動
「自他の理解と尊重」
・食育
「調理方法を知ろう」
・国際理解と国際交流
「沖縄に近い外国」
・キャリア形成と自己実現
「先輩から学ぼう」
・性指導
「ジェンダーについて」

・3学期個人目標の設定や作成、
発表、掲示をする。
・3学期個人目標の振り返りをす
る。
・学級会で係決めなどをする。
・学年集会で先生の話を聞いたり、
発表をしたり、挨拶練習をしたりす
る。
・給食を通して食育を学ぶ。
・言葉や食べ物など身近にある外
国調査をする。
・先輩の講話を聞き、自分の学校
生活について考える。（キャリアパ
スポート）
・心と体の学習をする。
・男女平等の精神に基づく男女の
人間関係について学ぶ。

(知及技）事件や事故、災害等の非常
時から身を守ることの意義を理解し、
必要な行動の仕方や規律ある集団
行動の仕方などを身に付けることが
できる。
(思判表力)自己の生活を振り返り、
安全、防災、の向上に関する課題と
解決策について考え、他者と協力し
て、適切に判断し行動することができ
る。
(学･人)生涯にわたって、安全な生活
を実践したりしようとする態度を養う
ことができる。

(知･技）災害等の非常時から身を守
ることの意義を理解し、必要な行動
の仕方などを身に付ける。また、規律
ある集団行動の仕方などを身に付け
ようとしている。
(思･判･表)自己の生活を振り返り、
安全、防災の向上に関する課題と解
決策について考え、他者と協力して、
適切に判断し行動しようとしている。
(主学)生涯にわたって、安全な生活
を実践したりしようとする態度を身に
つけようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、
振り返りシートで評価する。

【健康安全・体育的行事】（1
月）
・火災避難訓練
「防災とは」
「火災時の危険と安全確保」
・交通安全指導

・避難訓練関連の動画を鑑賞す
る。
・PPを活用した避難時の約束「お
はしもち」の確認をする。

(知及技）異年齢により構成される民
主的かつ自治的組織における活動の
意義について理解するとともに、その
活動のために必要なことを理解し行
動の仕方を身に付けることができる。
(思判表力)学校全体の生活をよりよ
くするための課題を見いだし、その解
決のために話し合い、合意形成や意
思決定することで、よりよい人間関係
を形成することができる。
(学･人)自治的な集団における活動
の中で身に付けたことを生かして、多
様な他者と協働し、学校や社会にお
けるよりよい生活づくりに参画しよう
とする態度を養うことができる。

(知･技）異年齢により構成される民
主的かつ自治的組織における活動の
意義について理解するとともに、その
活動のために必要なことを理解
し行動の仕方を身に付けようとして
いる。
(思･判･表)学校全体の生活をよりよ
くするための課題を見いだし、その解
決のために話し合い、合意形成や意
思決定することで、よりよい人間関係
を形成しようとしている。
(主学)自治的な集団における活動の
中で身に付けたことを生かして、多様
な他者と協働し、学校や社会におけ
るよりよい生活づくりに参画しようと
する態度を身につけようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、
振り返りシートで評価する。

【生徒会活動】（1～2月）
・生徒会役員選挙
「生徒会役員を決めよう」
・３年生を送る会
「３年生にお祝いと感謝の気持
ちを伝えよう」

・立ち会い演説会に参加する。
・投票をする。
・開票結果の発表を聞く。
・思い出の動画を視聴する。
・3年生へプレゼントを贈呈する。
・在校生から卒業生へメッセージを
書く。

総時数 35

３
学
期
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高等部１年（　Ⅱ課程 普通コース ）　自立活動　年間指導計画

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

①生活リズムや生活習慣を身につけること
ができる。(健（１))
②病気の状態の理解と生活習慣について
理解できる。(健（２))
③身体各部の状態の理解と養護について
理解することができる。(健（３))
④障害の特性の理解と生活環境の調整を
図ることができる。(健（４))
⑤健康状態の維持・改善について理解する
ことができる。(健（５))

・生活リズムや生活習慣の習得に取り組も
うとしている。
・病気の状態の理解や生活習慣について理
解しようとしている。
・身体各部の状態の理解と養護について理
解しようとしている。
・障害特性の理解と生活環境の調整につい
て理解しようとしている。
・健康状態の維持・改善について理解しよう
としている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返
りとで評価する。

単元名：健康な体づくり
題材名：基礎体力を見につけ
よう！
（年間を通しておこなう）

・体温を測る。
・健康を観察する。
・手洗いをする。
・うがいをする。
・歯磨きをする。
・体を動かす。
・水分を補給する。
・給食を摂る。

①情緒の安定を図ることができる。(心(１))
②状況の理解と変化への対応ができる。
(心(２))
③障害による学習上又は生活上の困難を
改善・克服する意欲について理解すること
ができる。(心(３))

・情緒の安定を図ろうとしている。
・状況の理解と変化への対応を図ろうとして
いる。
・障害による学習上又は生活上の困難を改
善・克服について理解しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返
りとで評価する。

単元名：こころを上手にコント
ロール
題材名：自他の気持ちをにつ
いて考えてみよう！
（年間を通しておこなう）

・学級、学年活動を行う。
・日課を確認する。
・iPadで学習する。
・マッチング、パズルの活動。
・感覚遊び（水、土など）
・必要に応じて外で心と身体
をリフレッシュする。

①他者とのかかわりの基礎について理解で
きる。(人（１))
②他者の意図や感情について理解できる。
(人（２))
③自己の理解と行動の調整について理解
できる。(人（３))
④集団への参加について理解できる。(人
（４))

・他者とのかかわりの基礎について理解し
ようとしている。
・他者の意図や感情について理解しようとし
ている。
・自己の理解と行動の調整について理解し
ようとしている。
・集団への参加について理解しようとしてい
る。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返
りとで評価する。

単元名：見えないルール
題材名：ルールについて考えよ
う
（年間を通しておこなう）

・学級、学年活動を行う。
・ソーシャルスキルトレーニン
グを用いた学習をする。
・ロールプレイングゲームを
行う。
・短い単語でやり取りをす
る。

①保有する感覚の活用について理解でき
る。(環（１))
②感覚や認知の特性について理解できる。
(環（２))
③感覚の補助及び代行手段の活用につい
て理解できる。(環（３))
④感覚を総合的に活用した周囲の状況に
応じた行動について理解できる。(環（４))
⑤認知や行動の手掛かりとなる概念の形成
について理解できる。(環（５))

・保有する感覚の活用について理解しよう
としている。
・感覚や認知の特性について理解しようとし
ている。
・感覚の補助及び代行手段の活用について
理解しようとしている。
・感覚を総合的に活用した周囲の状況に応
じた行動について理解しようとしている。
・認知や行動の手掛かりとなる概念の形成
について理解しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返
りとで評価する。

単元名：こころを上手にコント
ロール
題材名：自他の気持ちをにつ
いて考えてみよう！
（年間を通しておこなう）

・学級、学年活動を行う。
・文字の習得をめざしてプリ
ント学習を行う。
・iPadで学習する。
・ICT教材アプリ等を活用し
て学習の困り感や障害の特
性を補う活動に取り組む。

①姿勢と運動・動作の基本的技能について
理解できる。(身(１))
②姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活
用について理解できる。(身(２))
③日常生活に必要な基本動作について理
解できる。(身(３))
④身体の移動能力について理解できる。
(身(４))
⑤作業に必要な動作と円滑な遂行について
理解できる。(身(５))

・姿勢と運動・動作の基本的技能について
理解しようとしている。
・姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活
用について理解しようとしている。
・日常生活に必要な基本動作について理解
しようとしている。
・身体の移動能力について理解しようとして
いる。
・作業に必要な動作と円滑な遂行について
理解しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返
りとで評価する。

単元名：自身のからだについ
て
題材名：自分の可動域を知ろ
う
（年間を通しておこなう）

・微細、粗大運動など手指訓
練を行う。
・ビジョントレーニングを行
う。
・リラックスタイムを設けて休
息を図る。

①コミュニケーションの基礎的能力につい
て理解できる。(コ（１))
②言語の受容と表出について理解できる。
(コ（２))
③言語の形成と活用について理解できる。
(コ（３))
④コミュニケーション手段の選択と活用に
ついて理解できる。(コ（４))
⑤状況に応じたコミュニケーションついて理
解できる。(コ（５))

・コミュニケーションの基礎的能力について
理解しようとしている。
・言語の受容と表出について理解しようとし
ている。
・言語の形成と活用について理解しようとし
ている。
・コミュニケーション手段の選択と活用につ
いて理解しようとしている。
・状況に応じたコミュニケーションついて理
解しようとしている。
【評価資料】活動の様子と感想発表、振り返
りとで評価する。

単元名：伝えかたの工夫
題材名：相手にわかりやすく伝
えよう。
（年間を通しておこなう）

・学級、学年活動を行う。
・声のものさしで声の大きさ
の調整を図る。
・トーキングカードゲームを
用いて学習する。
・ロールプレイングゲームを
行う。

総時数 35

３
学
期

9

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標
・個々の生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するために必要な知能、技能、
態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。

1
学
期

12

２
学
期

14
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令和６年度

単位数
／配当時数 児童生徒 担当者


